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　鹿児島大学は、新制大学として1949年5月に設置され、今年で創立70周年を迎
えました。写真は、過去と近年の鹿児島大学周辺を撮影した写真を合成したもの
です。近代化して移りゆく街並みとは反対に、今も変わらぬ雄大な桜島が鹿児島市
内を見守っています。
　今では、モノクロでしか触れることのできない当時の風景。当時の人々は、この街
並みをどのように感じていたのでしょうか。70年以上前の鹿児島に想いを馳せなが
ら、鹿児島大学は、また新たな一歩を進めていきます。

　ねじめびわ茶は、鹿児島大学と農業生産法人十津川農

場との共同研究成果から生まれました。びわ茶シリーズ

で使用されるびわの葉は、鹿児島県下で栽培されている

鹿児島県産品を100%使用し、十津川農場独自の製法（製

法特許番号（びわ茶の製造方法）第6480635号）により

製造されています。温めても冷やしても美味しく味わう

ことができますので、ぜひご賞味下さい。

　現在、鹿児島大学インフォメーションセンターでは、

以下の4種類を販売中です。

●「ねじめびわ茶24」

　（48gティーバッグ24包入り）850円（8%税込）

●「根占枇杷茶（120g）」1,450円（8%税込）

●「びわ丸120（120粒）」1,850円（8%税込）

●「ねじめびわ茶　びわ茶ボトル缶（290ml）」

　　180円（8%税込）

ねじめ びわ茶シリーズ

鹿大プラスでは、鹿児島大学インフォメーションセンターで販売している鹿児島
大学の研究・教育活動の成果として完成した商品を紹介します。
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お求め・お問い合わせ先 インフォメーションセンター（鹿児島大学正門横）

鹿大プラス

☎099-285-3864　開館時間：月曜日～金曜日（休日・祝祭日を除く）　９：30～16：30（昼休み13：00～14：00）

▶表紙と連動した1分動画を配信中。表紙右下のQRコードよりアクセスして下さい。

今号の表紙 「2019年 創立70周年を迎えました」 

広報センターInstagram開設　https://www.instagram.com/kagoshima_univ.koho/ 



「
進
取
の
気
性
」旺
盛
な

重
豪
が
創
設
し
た
藩
学
造
士
館

鹿
大
の
起
源
は
、
江
戸
時
代
に
島
津
家

25
代
島
津
重
豪

　８
代
藩
主
）
が
創
始
し

た
藩
学
造
士
館
」
に
さ
か
の
ぼ
る
。

重
豪
は
「
蘭
癖
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
西

洋
の
文
化
に
強
い
関
心
を
示
し
、
中
国
語

も
堪
能
で
「
英
邁
闊
達
に
し
て
進
取
の
気

性
も
旺
盛
」（
島
津
修
久
『
島
津
歴
代
略

記
』）
で
あ
っ
た
。
暦
学
の
研
究
や
天
体

観
測
を
行
う
明
時
館
天
文
館
）
の
創
設

や
、
農
学
百
科
全
書
『
成
形
図
説
』
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
書
籍
の
編
纂
・
出
版
と

い
っ
た
文
化
事
業
に
も
積
極
的
で
、
薩
摩

藩
に
お
け
る
文
化
発
展
の
礎
を
築
い
た
。

１
７
７
３
（
安
永
２
）
年
、
重
豪
は
教

育
を
通
じ
て
藩
に
有
益
な
人
材
を
育
て
る

こ
と
を
目
的
に
、
文
武
修
養
の
た
め
の
聖

堂
と
武
芸
稽
古
場
を
創
設
し
た
。
江
戸
の

昌
平
黌
を
モ
デ
ル
に
し
た
大
規
模
な
も
の

で
、
こ
れ
ら
は
現
在
の
鹿
児
島
市
中
央
公

園
あ
た
り
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

１
７
８
６
（
天
明
６
）
年
に
は
聖
堂
を

「
造
士
館
」、
武
芸
稽
古
場
を
「
演
武
館
」

と
改
名
。
講
義
は
儒
学
を
中
心
と
し
、
組

頭
や
城
下
士
、
外
城
士
が
聴
講
し
た
ほ

か
、
学
問
の
志
が
あ
れ
ば
家
来
や
町
人
、

城
下
士
の
子
ど
も
な
ど
も
末
席
か
別
室
で

の
聴
講
が
許
さ
れ
た
。

斉
彬
の
造
士
館
改
革
が

生
ん
だ
明
治
維
新
の
原
動
力

重
豪
を
曾
祖
父
に
も
つ
島
津
家
28
代
島

津
斉
彬
（
11
代
藩
主
）
は
重
豪
の
影
響
を

強
く
受
け
た
と
さ
れ
る
。
和
漢
の
学
問
に

加
え
て
洋
学
も
良
く
学
び
、
当
代
一
流
の

蘭
学
者
と
積
極
的
に
交
流
し
た
。
世
界
情

勢
を
見
据
え
、
日
本
の
国
力
向
上
を
目
指

し
た
斉
彬
は
、
藩
主
と
な
っ
て
す
ぐ
に
造

士
館
の
改
革
に
着
手
す
る
。
１
８
５
７

（
安
政
４
）
年
の
「
造
士
館
学
風
矯
正
之

御
親
書
」
で
、
修
身
斉
家
治
国
平
天
下
」

（
身
を
修
め
て
家
庭
を
と
と
の
え
、
国
を

治
め
て
後
、
天
下
を
平
和
に
導
く
こ
と
が

で
き
る
）
の
道
理
を
研
究
し
、
時
局
に
対

応
で
き
、
国
の
役
に
立
つ
人
材
の
育
成
を

理
想
に
掲
げ
た
。
さ
ら
に
、
和
漢
の
書
物

だ
け
で
な
く
西
洋
の
諸
書
を
熟
読
し
、
国

際
情
勢
に
対
応
で
さ
る
実
学
の
必
要
性
を

強
調
。
藩
内
だ
け
で
は
「
井
の
中
の
蛙
」

１
９
４
９
年（
昭
和
24
年
）の
学
制
改
革
に
よ
り
、新
制
鹿
児
島
大
学
の
誕
生
か
ら
今
年
で
70
年
。今
回
は
、創
立
70
周
年
を
記
念
し
、昨
年
、

明
治
維
新
１
５
０
周
年
で
大
い
に
盛
り
上
がっ
た
鹿
児
島
の
地
で
、新
た
な一歩
へ
向
け
て
動
き
出
す
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｉ
に
特
集
と
し
て
迫
る
。

鹿
児
島
大
学
の
前
身「
造
士
館
」 

～
す
べ
て
は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た

過
去
か
ら
未
来
へ
と
繋
ぐ
鹿
児
島
大
学「
進
取
の
精
神
」

創
立
70
周
年
記
念
特
集

第
1
部

『三国名勝図絵』は、島津家27代島津斉興（10代藩主）が編纂を命じ、薩摩藩領内の	 地誌や名所をまとめた全60巻の文書

三国名勝図絵に描かれた藩学 造士館（鹿児島大学中央図書館蔵）
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『三国名勝図絵』は、島津家27代島津斉興（10代藩主）が編纂を命じ、薩摩藩領内の	 地誌や名所をまとめた全60巻の文書

三国名勝図絵に描かれた藩学 造士館（鹿児島大学中央図書館蔵）

に
な
る
と
し
て
、
盛
ん
に
藩
外
へ
遊
学
さ

せ
た
。
こ
れ
が
後
の
薩
摩
藩
英
国
留
学
生

派
遣
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

幕
末
の
動
乱
期
に
お
い
て
は
、
造
士
館

出
身
の
人
物
が
多
数
活
躍
し
た
こ
と
が
知

ら
れ
て
お
り
、
西
郷
隆
盛
や
大
久
保
利
通

と
い
っ
た
明
治
維
新
の
立
役
者
も
造
士
館

で
学
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
造
士
館
の

教
育
は
、
日
本
の
近
代
化
の
礎
も
築
い
た

と
い
え
よ
う
。

「
造
士
館
再
興
」の
名
の
下
に
誕
生

し
た
第
七
高
等
学
校
造
士
館

藩
学
造
士
館
は
１
８
７
１
（
明
治
４
）

年
に
廃
校
と
な
り
、
造
士
館
の
名
を
持
つ

学
校
は
消
え
た
。
１
８
８
４
（
明
治
17
）

年
、
西
南
戦
争
を
経
て
有
望
な
若
者
を
数

多
く
失
っ
た
鹿
児
島
の
現
状
を
憂
え
た
旧

薩
摩
藩
主
公
爵
島
津
忠
義
が
教
育
機
関
の

設
置
を
求
め
て
多
額
の
寄
附
を
行
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
翌
年
３
月
、
県
立
中
学
造
士

館
が
設
置
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
度
重
な
る
学
制
の
変
更
に
翻

弄
さ
れ
な
が
ら
も
、
１
９
０
１
（
明
治
34
）

年
に
は
「
第
七
高
等
学
校
造
士
館
」
が
設

置
さ
れ
、「
造
士
館
」
の
名
を
冠
し
た
地

方
の
最
高
学
府
が
誕
生
し
た
。
公
爵
島
津

忠
重
が
政
府
の
高
等
学
校
増
設
計
画
を
知

り
、
基
金
や
建
物
・
図
書
等
を
寄
附
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
藩
校
の
流
れ

を
汲
み
、
そ
の
館
号
ま
で
受
け
継
い
だ
旧

制
高
校
は
全
国
で
も
七
高
た
だ
一
校
。

校
舎
は
島
津
77
万
石
の
本
城
で
あ
っ
た

鶴
丸
城
跡
（
現
・
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ

ン
タ
ー
黎
明
館
）
に
建
て
ら
れ
、
学
校
に

係
る
経
費
は
１
９
０
５
（
明
治
38
）
年
ま

で
島
津
家
の
寄
附
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た

『
第
七
高
等
学
校
造
士
館
開
校
九
十
五
年

記
念
誌
』）。
七
高
は
島
津
家
の
造
士
館
再

興
の
願
い
と
造
士
館
の
建
学
の
精
神
を
受

け
継
い
だ
学
校
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

七校生久遠の像（黎明館敷地内）

『三国名勝図絵』は、島津家27代島津斉興（10代藩主）が編纂を命じ、薩摩藩領内の	 地誌や名所をまとめた全60巻の文書鹿児島大学附属図書館では、玉里文庫を始めとした貴重書を所蔵している

過去から未来へと繋ぐ鹿児島大学「進取の精神」
創立70周年記念特集
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鹿
児
島
大
学
今
昔
物
語  

鹿
児
島
大
学
の
成
り
立
ち
～
2
0
1
9
年
ま
で
を
紹
介

第
2
部

１
９
４
９
年

５
月

新
制
国
立
大
学
鹿
児
島
大
学
誕
生（
４
学
部
、一
般
教
養
部
、附
属
図
書
館
）

文
理
学
部（
山
下
町
）・
教
育
学
部（
下
伊
敷
町
）・
農
学
部（
上
荒
田
町
）・

水
産
学
部（
下
荒
田
町
）・
本
部（
山
下
町
）・一般
教
養
部（
山
下
町
）

１
９
４
９
年

６
月

第
１
回
入
学
試
験
実
施

１
９
４
９
年

８
月

鹿
児
島
大
学
学
則
制
定 

１
９
５
０
年

３
月

国
立
学
校
設
置
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、第
七
高
等
学
校
廃
止 

１
９
５
０
年

11
月

開
学
記
念
日
制
定
　 

１
９
５
１
年

３
月

国
立
学
校
設
置
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、鹿
児
島
師
範
学
校
・
鹿
児
島
青
年
師

範
学
校
及
び
鹿
児
島
水
産
専
門
学
校
廃
止

１
９
５
２
年

３
月

国
立
学
校
設
置
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、鹿
児
島
農
林
専
門
学
校
廃
止

１
９
５
５
年

７
月

工
学
部
設
置
、医
学
部
設
置（
鹿
児
島
県
立
大
学
か
ら
の
移
管
）

１
９
６
１
年

11
月

第
1
回
大
学
祭
開
催

１
９
６
５
年

４
月

文
理
学
部
改
組（
法
文
学
部
、理
学
部
、教
養
部
設
置
）

１
９
７
７
年

４
月

歯
学
部
設
置

１
９
７
９
年

３
月

留
学
生
会
館
竣
工

１
９
８
５
年

10
月

医
療
技
術
短
期
大
学
部
設
置（
1
9
9
9
年
4
月
　
医
学
部
保
健
学
科
に
改
組
）

１
９
８
８
年

10
月

大
学
院
連
合
農
学
研
究
科
設
置

１
９
９
４
年

３
月

国
際
交
流
会
館
竣
工

１
９
９
４
年

10
月

稲
盛
会
館
竣
工
　

１
９
９
６
年

12
月

新
中
央
図
書
館
竣
工

１
９
９
７
年

３
月

教
養
部
廃
止

１
９
９
９
年

９
月

創
立
50
周
年
記
念
事
業
　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
制
定

１
９
９
９
年

10
月

稲
盛
和
夫
京
セ
ラ
名
誉
会
長
に
鹿
児
島
大
学
名
誉
博
士（
第
１
号
）の
称
号
を

授
与

２
０
０
３
年

４
月

医
歯
学
総
合
研
究
科
設
置
、医
学
部・歯
学
部
附
属
病
院
設
置

２
０
０
４
年

４
月

国
立
大
学
法
人
鹿
児
島
大
学
設
置

２
０
０
４
年

４
月

法
科
大
学
院
設
置
、就
職
支
援
室
設
置
、奄
美
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
設
置

２
０
０
５
年

４
月

鹿
児
島
大
学
初
の
女
性
学
部
長
が
就
任（
法
文
学
部
）

２
０
０
５
年

４
月

稲
盛
経
営
技
術
ア
カ
デ
ミ
ー
設
置（
2
0
0
8
年
4
月
改
組
　
稲
盛
ア
カ
デ

ミ
ー
）

２
０
０
６
年

４
月

産
学
官
連
携
推
進
機
構
設
置
、寄
附
講
座「
焼
酎
学
講
座
」設
置
、水
産
学
部

フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
ビ
サ
ヤ
ス
校
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
設
置

島津家の寄附により誕生した第七高等学校造士館
が前身。帝国大学の予備教育を目的とし、選抜され
たエリートが進む地方大学の最高学府であり、当時、
合格率は1% ほどであった。

七高は、1949年（昭和24）に鹿児島大学文理学部
を経て、現在の法文学部と理学部となった。

現在、法文学部は、法経社会学科（3コース：法学、
地域社会、経済）、人文学科の2学科（2コース：多元
地域文化、心理学）、理学部は、数理情報科学科（2
コース : 数理、情報）、物理科学科（2コース : 物理、
宇宙）、生命化学科（2コース : 化学、生命）、地球環
境科学科（2コース : 地球、環境）の4学科を有する。

教育学部の前身は、鹿児島師範学校と鹿児島
青年師範学校である。さらに源流をたどると、
1875年（明治8）に設置された小学校授業講習
所や小学校正則講習所まで遡る。女性として初
めて帝国大学に入学し、日本初の女性農学博士
となった丹下梅子は本師範学校の卒業生であ
る。その後、1949年（昭和24）、師範学校と青
年師範学校が鹿児島大学教育学部となった。

現在、教育学部は、学校教育教員養成課程（2
コース : 初等教育、中等教育）、特別支援教育
教員養成課程の2課程を有する。

医学部は、島津重豪が1774年（安永3年）に創設した「医学院」
を源流とし、後に英国から招聘したウィリアム・ウィリスを校
長とした医学校が設立され、これが前身となる。その後、鹿児
島医学専門学校、鹿児島県立大学医学部を経て、1955年（昭和
30）の国立移管により、鹿児島大学医学部が誕生した。

現在、医学部は、医学科（5講座 : 医学概説学、疾病病因学、
疾病病態学、医学実践学、臨床実践学）、保健学科（3専攻 : 看
護学専攻、理学療法学専攻、作業療法学専攻）の2学科を有する。

歯学部は、新制鹿児島大学以降の1977
年（昭和52）に設置された、2017年（平
成27）に創立40周年を迎えた。

現在、歯学部は、歯学科（5学科目 : 歯
科常態学、歯科病態学、発達育成歯科学、
口腔顎顔面歯科学）の1学科を有する。

第七高等学校造士館昔

医学院・医学校昔

鹿児島師範学校・
青年師範学校昔

新制鹿児島大学昔

法文学部 理学部今教育学部今

医学部今歯学部今
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鹿
児
島
大
学
今
昔
物
語  

鹿
児
島
大
学
の
成
り
立
ち
～
2
0
1
9
年
ま
で
を
紹
介

第
2
部

１
９
４
９
年

５
月

新
制
国
立
大
学
鹿
児
島
大
学
誕
生（
４
学
部
、一
般
教
養
部
、附
属
図
書
館
）

文
理
学
部（
山
下
町
）・
教
育
学
部（
下
伊
敷
町
）・
農
学
部（
上
荒
田
町
）・

水
産
学
部（
下
荒
田
町
）・
本
部（
山
下
町
）・一般
教
養
部（
山
下
町
）

１
９
４
９
年

６
月

第
１
回
入
学
試
験
実
施

１
９
４
９
年

８
月

鹿
児
島
大
学
学
則
制
定 

１
９
５
０
年

３
月

国
立
学
校
設
置
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、第
七
高
等
学
校
廃
止 

１
９
５
０
年

11
月

開
学
記
念
日
制
定
　 

１
９
５
１
年

３
月

国
立
学
校
設
置
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、鹿
児
島
師
範
学
校
・
鹿
児
島
青
年
師

範
学
校
及
び
鹿
児
島
水
産
専
門
学
校
廃
止

１
９
５
２
年

３
月

国
立
学
校
設
置
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、鹿
児
島
農
林
専
門
学
校
廃
止

１
９
５
５
年

７
月

工
学
部
設
置
、医
学
部
設
置（
鹿
児
島
県
立
大
学
か
ら
の
移
管
）

１
９
６
１
年

11
月

第
1
回
大
学
祭
開
催

１
９
６
５
年

４
月

文
理
学
部
改
組（
法
文
学
部
、理
学
部
、教
養
部
設
置
）

１
９
７
７
年

４
月

歯
学
部
設
置

１
９
７
９
年

３
月

留
学
生
会
館
竣
工

１
９
８
５
年

10
月

医
療
技
術
短
期
大
学
部
設
置（
1
9
9
9
年
4
月
　
医
学
部
保
健
学
科
に
改
組
）

１
９
８
８
年

10
月

大
学
院
連
合
農
学
研
究
科
設
置

１
９
９
４
年

３
月

国
際
交
流
会
館
竣
工

１
９
９
４
年

10
月

稲
盛
会
館
竣
工
　

１
９
９
６
年

12
月

新
中
央
図
書
館
竣
工

１
９
９
７
年

３
月

教
養
部
廃
止

１
９
９
９
年

９
月

創
立
50
周
年
記
念
事
業
　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
制
定

１
９
９
９
年

10
月

稲
盛
和
夫
京
セ
ラ
名
誉
会
長
に
鹿
児
島
大
学
名
誉
博
士（
第
１
号
）の
称
号
を

授
与

２
０
０
３
年

４
月

医
歯
学
総
合
研
究
科
設
置
、医
学
部・歯
学
部
附
属
病
院
設
置

２
０
０
４
年

４
月

国
立
大
学
法
人
鹿
児
島
大
学
設
置

２
０
０
４
年

４
月

法
科
大
学
院
設
置
、就
職
支
援
室
設
置
、奄
美
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
設
置

２
０
０
５
年

４
月

鹿
児
島
大
学
初
の
女
性
学
部
長
が
就
任（
法
文
学
部
）

２
０
０
５
年

４
月

稲
盛
経
営
技
術
ア
カ
デ
ミ
ー
設
置（
2
0
0
8
年
4
月
改
組
　
稲
盛
ア
カ
デ

ミ
ー
）

２
０
０
６
年

４
月

産
学
官
連
携
推
進
機
構
設
置
、寄
附
講
座「
焼
酎
学
講
座
」設
置
、水
産
学
部

フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
ビ
サ
ヤ
ス
校
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
設
置

島津家の寄附により誕生した第七高等学校造士館
が前身。帝国大学の予備教育を目的とし、選抜され
たエリートが進む地方大学の最高学府であり、当時、
合格率は1% ほどであった。

七高は、1949年（昭和24）に鹿児島大学文理学部
を経て、現在の法文学部と理学部となった。

現在、法文学部は、法経社会学科（3コース：法学、
地域社会、経済）、人文学科の2学科（2コース：多元
地域文化、心理学）、理学部は、数理情報科学科（2
コース : 数理、情報）、物理科学科（2コース : 物理、
宇宙）、生命化学科（2コース : 化学、生命）、地球環
境科学科（2コース : 地球、環境）の4学科を有する。

教育学部の前身は、鹿児島師範学校と鹿児島
青年師範学校である。さらに源流をたどると、
1875年（明治8）に設置された小学校授業講習
所や小学校正則講習所まで遡る。女性として初
めて帝国大学に入学し、日本初の女性農学博士
となった丹下梅子は本師範学校の卒業生であ
る。その後、1949年（昭和24）、師範学校と青
年師範学校が鹿児島大学教育学部となった。

現在、教育学部は、学校教育教員養成課程（2
コース : 初等教育、中等教育）、特別支援教育
教員養成課程の2課程を有する。

医学部は、島津重豪が1774年（安永3年）に創設した「医学院」
を源流とし、後に英国から招聘したウィリアム・ウィリスを校
長とした医学校が設立され、これが前身となる。その後、鹿児
島医学専門学校、鹿児島県立大学医学部を経て、1955年（昭和
30）の国立移管により、鹿児島大学医学部が誕生した。

現在、医学部は、医学科（5講座 : 医学概説学、疾病病因学、
疾病病態学、医学実践学、臨床実践学）、保健学科（3専攻 : 看
護学専攻、理学療法学専攻、作業療法学専攻）の2学科を有する。

歯学部は、新制鹿児島大学以降の1977
年（昭和52）に設置された、2017年（平
成27）に創立40周年を迎えた。

現在、歯学部は、歯学科（5学科目 : 歯
科常態学、歯科病態学、発達育成歯科学、
口腔顎顔面歯科学）の1学科を有する。

第七高等学校造士館昔

医学院・医学校昔

鹿児島師範学校・
青年師範学校昔

新制鹿児島大学昔

法文学部 理学部今教育学部今

医学部今歯学部今

２
０
０
７
年

４
月

大
学
院
臨
床
心
理
学
研
究
科
設
置
、離
島
へ
き
地
医
療
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
設
置

２
０
０
７
年

７
月

焼
酎
学
講
座
研
究
棟「
北
辰
蔵
」開
設

２
０
０
７
年

11
月

鹿
児
島
大
学
大
学
憲
章
制
定

２
０
０
８
年

７
月

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

２
０
０
９
年

６
月

医
学
部
・
歯
学
部
附
属
病
院
新
中
央
診
療
棟
完
成

２
０
１
０
年

４
月

多
島
圏
研
究
セ
ン
タ
ー
を
国
際
島
嶼
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
に
改
組

２
０
１
０
年

11
月

鹿
児
島
大
学
学
生
憲
章
制
定

２
０
１
１
年

４
月

農
学
部
附
属
焼
酎
・
発
酵
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
設
置
・
農
学
部
附
属
越
境
性

動
物
疾
病
制
御
研
究
セ
ン
タ
ー
設
置

２
０
１
１
年

６
月

鹿
児
島
大
学
大
崎
活
性
化
セ
ン
タ
ー
設
置
・
地
域
防
災
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
設

置

２
０
１
２
年

３
月

水
産
学
部
附
属
練
習
船「
か
ご
し
ま
丸
」竣
工

２
０
１
２
年

４
月

産
学
官
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
・
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
・
自
然
科
学
教

育
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
・
医
用
ミ
ニ
ブ
タ
・
先
端
医
療
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
・

共
同
獣
医
学
部
設
置

２
０
１
４
年

２
月

小
型
人
工
衛
星
K
S
A
T
２
、通
信
に
成
功

２
０
１
４
年

３
月

公
式
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
さ
っ
つ
ん
」発
表

２
０
１
４
年

４
月

医
学
部
・
歯
学
部
附
属
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
開
所

２
０
１
４
年

７
月

共
同
獣
医
学
部
附
属
越
境
性
動
物
疾
病
制
御
研
究（
T
A
D
）セ
ン
タ
ー「
高
度

封
じ
込
め
実
験
施
設
」開
所

２
０
１
４
年

10
月

か
ご
し
ま
C
O
C
セ
ン
タ
ー
開
所

２
０
１
５
年

３
月

司
法
政
策
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
設
置

２
０
１
５
年

６
月

赤
﨑
勇
名
城
大
学
終
身
教
授
に
鹿
児
島
大
学
名
誉
博
士
の
称
号
を
授
与

２
０
１
５
年

12
月

共
同
獣
医
学
部「
総
合
動
物
実
験
施
設
」竣
工

２
０
１
６
年

４
月

全
学
必
修
科
目「
大
学
と
地
域
」ス
タ
ー
ト

２
０
１
７
年

３
月

稲
盛
和
夫
鹿
児
島
大
学
名
誉
博
士
立
像
設
置

２
０
１
７
年

４
月

教
職
大
学
院
開
設

２
０
１
７
年

５
月

共
同
獣
医
学
部
附
属
動
物
病
院
　
新
病
院
開
院

２
０
１
８
年

３
月

鹿
児
島
大
学
病
院
新
病
棟（
Ｂ
棟
）竣
工

２
０
１
８
年

４
月

「
南
九
州
・
南
西
諸
島
域
共
創
機
構
」設
置

２
０
１
８
年

５
月

薩
長
同
盟
1
5
0
年
記
念
オ
リ
ジ
ナ
ル
焼
酎「
薩
摩
熱
徒
」制
作
発
表

２
０
１
９
年

１
月

大
学
院
理
工
学
研
究
科
附
属
組
織「
天
の
川
銀
河
研
究
セ
ン
タ
ー
」発
足

２
０
１
９
年

４
月

大
学
院
農
林
水
産
学
研
究
科
・
ヒ
ト
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
学
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
設
置

２
０
１
９
年

11
月

稲
盛
記
念
館
竣
工

２
０
１
９
年

12
月

創
立
70
周
年
記
念
式
典

農学部の前身は、1908年（明治41）設置の鹿児島高等農林学校で
ある。同校は、全国で2番目に設置された農業教育機関である。初
代校長には、鹿児島出身で、日本の農学博士第1号となった玉利喜
造が招聘された。その後、同校は、鹿児島農林専門学校と改称し、
1949年（昭和24）に鹿児島大学農学部が誕生した。同校の広大な敷
地が、現在本学郡元キャンパスとなっている。

共同獣医学部は、上記鹿児島高等農林学校に創立された獣医学科
を前身とし、農学部獣医学科を経て、平成24年4月に鹿児島大学9番
目の学部として設置された山口大学との共同教育課程を行う全国初
の共同学部である。

現在、農学部は、農業生産科学科（3コース : 応用植物科学、畜産
科学、食料農業経済学）、食料生命科学科（3コース : 食品機能科学、
食環境制御学、焼酎発酵・微生物科学）、農林環境科学科（2コース :
森林科学、地域環境システム学）の3学科ならびに3附属施設（附属
農場、附属演習林、附属焼酎・発酵学教育研究センター）を有する。

共同獣医学部は、獣医学科（3講座 : 基礎獣医学、病態予防獣医学、
臨床獣医学）の1学科ならびに2附属施設（附属動物病院、附属越境
性動物疾病制御研究センター）を有する。

工学部の前身は、1945年（昭和20）に設置された鹿
児島県立工業専門学校である。（株）岩崎産業社長岩崎
與八郎氏の寄附により設置が実現したものであり、当時
全国からの志願者は、6千人にも上った。その後、同校
は、1949年に新制大学として、鹿児島県立大学工学部
へ生まれ変わり、1955年（昭和30）の国立移管により
鹿児島大学工学部となった。

現在、工学部は、機械工学科、電気電子工学科、建築
学科、環境化学プロセス工学科、海洋土木工学科、情報
生体システム工学科、化学生命工学科の7学科を有する。

水産学部の前身は、鹿児島水産専門学校であるが、
その源流は、1908年（明治41）設置の鹿児島県立商
船学校に行き当たる。同校は、改称や国立移管を経
て1946年（昭和21）に廃校となり、代わりとして同
年に、全国で2番目の水産専門学校である国立鹿児島
水産専門学校が設置された。その後、同校は、1949
年（昭和24）、鹿児島大学水産学部となった。

現在、水産学部は、水産学科（5分野 : 水圏科学分
野、水産資源科学分野、食品生命科学分野、水産経
済学分野、水圏環境保全学分野）の1学科ならびに3
附属施設（附属練習船かごしま丸、附属練習船南星
丸、附属海洋資源環境教育研究センター）を有する。

鹿児島高等農林学校昔

鹿児島県立工業専門学校昔

鹿児島県立商船学校昔

農学部 共同獣医学部今 工学部今

水産学部今

過去から未来へと繋ぐ鹿児島大学「進取の精神」
創立70周年記念特集
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鹿
児
島
大
学
は
、
１
７
７
３
年
（
安
永

２
年
）
設
立
の
藩
学
造
士
館
を
起
源
と
し

て
、
明
治
以
降
に
設
立
の
第
七
高
等
学
校

造
士
館
を
は
じ
め
各
種
の
高
等
専
門
学
校

を
統
合
し
、
１
９
４
９
年
（
昭
和
24
年
）

５
月
に
新
制
国
立
鹿
児
島
大
学
と
し
て
発

足
し
、
現
在
は
、
９
つ
の
学
部
と
９
つ
の

大
学
院
研
究
科
か
ら
な
る
総
合
大
学
と
し

て
、
今
年
70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
ご
指
導
と

ご
支
援
の
賜
と
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
同
時
に
、
こ
の
70
周
年
を
迎

え
る
記
念
す
べ
き
２
０
１
９
年
（
平
成
31

年
）
４
月
か
ら
、学
長
に
就
任
し
た
私
は
、

こ
の
70
年
を
引
継
ぎ
、
未
来
へ
継
承
し
て

い
く
そ
の
重
責
に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。

第
３
期
中
期
目
標
・
中
期
計
画
期
間
の

４
年
目
を
迎
え
た
今
、
私
は
、「
教
育
」、

「
研
究
」、「
社
会
貢
献
」、「
診
療
」、「
管

理
運
営
」
の
５
つ
の
柱
に
よ
る
新
し
い
鹿

児
島
大
学
の
方
向
性
を
示
し
ま
し
た
。
す

な
わ
ち
、「
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
育
成
」、「
強

み
と
特
色
を
生
か
し
た
研
究
の
推
進
」、

「
産
学
官
の
連
携
」、「
地
域
性
を
生
か
し

た
質
の
高
い
医
療
と
次
世
代
教
育
」、「
Ｉ

Ｒ
体
制
、
監
査
機
能
の
充
実
と
評
価
結
果

を
生
か
し
た
改
革
」
で
す
。

そ
し
て
、
現
在
で
は
、
少
子
高
齢
化
や

超
情
報
化
社
会
の
到
来
、
運
営
費
交
付
金

の
削
減
な
ど
、
国
立
大
学
法
人
に
お
い
て

も
、
先
を
見
据
え
た
改
革
・
運
営
が
求
め

ら
れ
、
極
め
て
厳
し
い
現
実
を
迎
え
て
お

り
ま
す
が
、
鹿
児
島
と
い
う
土
地
が
、
古

く
は
江
戸
時
代
以
前
か
ら
南
方
へ
門
戸
を

開
き
、
日
本
の
窓
口
で
あ
っ
た
こ
と
、
明

治
維
新
の
際
に
は
様
々
な
活
躍
を
し
た
人

材
を
輩
出
し
た
こ
と
、
そ
し
て
今
も
大
隅

半
島
の
内
之
浦
や
種
子
島
か
ら
ロ
ケ
ッ
ト

が
発
射
さ
れ
、
宇
宙
へ
飛
び
出
す
世
界
の

窓
口
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
こ
れ
ら

の
教
育
研
究
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
鹿
児

島
の
地
域
の
特
徴
を
活
か
し
、「
鹿
児
島
だ

か
ら
こ
そ
」
の
強
み
を
活
か
し
、「
南
九
州

か
ら
世
界
に
羽
ば
た
く
グ
ロ
ー
カ
ル
教
育

研
究
拠
点
」、「
地
域
と
共
に
社
会
の
発
展

に
貢
献
す
る
知
の
拠
点
」
を
目
指
す
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

２
０
１
９
年
は
、
平
成
か
ら
令
和
へ
と

改
元
さ
れ
、
ま
さ
に
新
し
い
時
代
の
幕
開

け
で
す
。

本
学
で
は
、
教
育
の
国
際
水
準
化
を
目

指
し
、
国
際
認
証
評
価
に
耐
え
ら
れ
る
教

育
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
ま
た
、
難
治
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
克
服
を
目
指
し
、
熊
本
大
学
と
共
同

で
実
施
す
る
ヒ
ト
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
学
共

同
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
、
独

自
の
社
会
貢
献
へ
の
取
組
や
研
究
に
も
力

を
い
れ
、
全
国
的
そ
し
て
世
界
的
な
研
究

及
び
教
育
の
総
合
推
進
を
図
っ
て
お
り
ま

す
。
更
に
は
、
本
学
が
誇
る
卒
業
生
筆
頭

の
稲
盛
和
夫
名
誉
博
士
を
は
じ
め
、
皆
様

方
か
ら
の
大
変
貴
重
な
ご
寄
付
か
ら
成
る

「
進
取
の
精
神
支
援
基
金
」
に
よ
り
、
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
に
基
づ
く
多
様
な
留
学
支

援
制
度
の
充
実
や
若
手
研
究
者
へ
の
研
究

支
援
な
ど
、
世
界
に
羽
ば
た
く
グ
ロ
ー
カ

ル
人
材
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
本
学
の
全
構
成
員
、
卒

業
生
及
び
地
域
の
誇
り
と
な
る
よ
う
、

日
々
邁
進
し
、
更
な
る
発
展
を
続
け
、
地

域
社
会
並
び
に
国
際
社
会
に
貢
献
で
き
る

大
学
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
、
皆
様
方
の
暖
か
い
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
コ
ラ
ム

今
年
で
、創
立
70
年
を
迎
え
ま
し
た
。

以
前
は
、10
年
ひ
と
昔
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た

が
、現
代
社
会
で
は
、科
学
技
術
の
急
速
な
進
歩

に
よ
り
、１
～
２
年
で
世
界
は
大
き
く
変
わ
っ
て

い
き
ま
す
。極
端
な
話
、昨
日
の
ト
レ
ン
ド
が
、１

日
経
て
ば
通
用
し
な
い
過
去
の
も
の
に
な
る
と

いっ
た
よ
う
に
。

そ
う
し
た
変
化
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、変
わ
ら

な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。鹿
児
島
大
学
で
は
、「
進

取
の
精
神
」で
す
。自
ら
困
難
に
立
ち
向
か
い
己
の

道
を
切
り
開
い
て
行
こ
う
と
す
る
そ
の
精
神
は
今

も
変
わ
ら
ず
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

過
去
は
、消
せ
な
い
記
録
、未
来
は
、無
限
に
広

が
る
創
造
。「
変
わ
ら
な
い
も
の
」「
変
え
て
は
な
ら

な
い
も
の
」「
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
」の
バ

ラ
ン
ス
を
見
極
め
つ
つ
、次
の
10
年
へ
鹿
児
島
大
学

は
歩
ん
で
行
き
ま
す
。

「南九州から世界に羽ばたく
　　グローカル教育研究拠点・
　　　　鹿児島大学」を目指して

鹿児島大学第13代学長

創
立
70
周
年
を
迎
え
て

第
3
部
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鹿
児
島
大
学
は
、
１
７
７
３
年
（
安
永

２
年
）
設
立
の
藩
学
造
士
館
を
起
源
と
し

て
、
明
治
以
降
に
設
立
の
第
七
高
等
学
校

造
士
館
を
は
じ
め
各
種
の
高
等
専
門
学
校

を
統
合
し
、
１
９
４
９
年
（
昭
和
24
年
）

５
月
に
新
制
国
立
鹿
児
島
大
学
と
し
て
発

足
し
、
現
在
は
、
９
つ
の
学
部
と
９
つ
の

大
学
院
研
究
科
か
ら
な
る
総
合
大
学
と
し

て
、
今
年
70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
ご
指
導
と

ご
支
援
の
賜
と
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
同
時
に
、
こ
の
70
周
年
を
迎

え
る
記
念
す
べ
き
２
０
１
９
年
（
平
成
31

年
）
４
月
か
ら
、学
長
に
就
任
し
た
私
は
、

こ
の
70
年
を
引
継
ぎ
、
未
来
へ
継
承
し
て

い
く
そ
の
重
責
に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。

第
３
期
中
期
目
標
・
中
期
計
画
期
間
の

４
年
目
を
迎
え
た
今
、
私
は
、「
教
育
」、

「
研
究
」、「
社
会
貢
献
」、「
診
療
」、「
管

理
運
営
」
の
５
つ
の
柱
に
よ
る
新
し
い
鹿

児
島
大
学
の
方
向
性
を
示
し
ま
し
た
。
す

な
わ
ち
、「
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
育
成
」、「
強

み
と
特
色
を
生
か
し
た
研
究
の
推
進
」、

「
産
学
官
の
連
携
」、「
地
域
性
を
生
か
し

た
質
の
高
い
医
療
と
次
世
代
教
育
」、「
Ｉ

Ｒ
体
制
、
監
査
機
能
の
充
実
と
評
価
結
果

を
生
か
し
た
改
革
」
で
す
。

そ
し
て
、
現
在
で
は
、
少
子
高
齢
化
や

超
情
報
化
社
会
の
到
来
、
運
営
費
交
付
金

の
削
減
な
ど
、
国
立
大
学
法
人
に
お
い
て

も
、
先
を
見
据
え
た
改
革
・
運
営
が
求
め

ら
れ
、
極
め
て
厳
し
い
現
実
を
迎
え
て
お

り
ま
す
が
、
鹿
児
島
と
い
う
土
地
が
、
古

く
は
江
戸
時
代
以
前
か
ら
南
方
へ
門
戸
を

開
き
、
日
本
の
窓
口
で
あ
っ
た
こ
と
、
明

治
維
新
の
際
に
は
様
々
な
活
躍
を
し
た
人

材
を
輩
出
し
た
こ
と
、
そ
し
て
今
も
大
隅

半
島
の
内
之
浦
や
種
子
島
か
ら
ロ
ケ
ッ
ト

が
発
射
さ
れ
、
宇
宙
へ
飛
び
出
す
世
界
の

窓
口
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
こ
れ
ら

の
教
育
研
究
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
鹿
児

島
の
地
域
の
特
徴
を
活
か
し
、「
鹿
児
島
だ

か
ら
こ
そ
」
の
強
み
を
活
か
し
、「
南
九
州

か
ら
世
界
に
羽
ば
た
く
グ
ロ
ー
カ
ル
教
育

研
究
拠
点
」、「
地
域
と
共
に
社
会
の
発
展

に
貢
献
す
る
知
の
拠
点
」
を
目
指
す
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

２
０
１
９
年
は
、
平
成
か
ら
令
和
へ
と

改
元
さ
れ
、
ま
さ
に
新
し
い
時
代
の
幕
開

け
で
す
。

本
学
で
は
、
教
育
の
国
際
水
準
化
を
目

指
し
、
国
際
認
証
評
価
に
耐
え
ら
れ
る
教

育
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
ま
た
、
難
治
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
克
服
を
目
指
し
、
熊
本
大
学
と
共
同

で
実
施
す
る
ヒ
ト
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
学
共

同
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
、
独

自
の
社
会
貢
献
へ
の
取
組
や
研
究
に
も
力

を
い
れ
、
全
国
的
そ
し
て
世
界
的
な
研
究

及
び
教
育
の
総
合
推
進
を
図
っ
て
お
り
ま

す
。
更
に
は
、
本
学
が
誇
る
卒
業
生
筆
頭

の
稲
盛
和
夫
名
誉
博
士
を
は
じ
め
、
皆
様

方
か
ら
の
大
変
貴
重
な
ご
寄
付
か
ら
成
る

「
進
取
の
精
神
支
援
基
金
」
に
よ
り
、
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
に
基
づ
く
多
様
な
留
学
支

援
制
度
の
充
実
や
若
手
研
究
者
へ
の
研
究

支
援
な
ど
、
世
界
に
羽
ば
た
く
グ
ロ
ー
カ

ル
人
材
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
本
学
の
全
構
成
員
、
卒

業
生
及
び
地
域
の
誇
り
と
な
る
よ
う
、

日
々
邁
進
し
、
更
な
る
発
展
を
続
け
、
地

域
社
会
並
び
に
国
際
社
会
に
貢
献
で
き
る

大
学
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
、
皆
様
方
の
暖
か
い
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
コ
ラ
ム

今
年
で
、創
立
70
年
を
迎
え
ま
し
た
。

以
前
は
、10
年
ひ
と
昔
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た

が
、現
代
社
会
で
は
、科
学
技
術
の
急
速
な
進
歩

に
よ
り
、１
～
２
年
で
世
界
は
大
き
く
変
わ
っ
て

い
き
ま
す
。極
端
な
話
、昨
日
の
ト
レ
ン
ド
が
、１

日
経
て
ば
通
用
し
な
い
過
去
の
も
の
に
な
る
と

いっ
た
よ
う
に
。

そ
う
し
た
変
化
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、変
わ
ら

な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。鹿
児
島
大
学
で
は
、「
進

取
の
精
神
」で
す
。自
ら
困
難
に
立
ち
向
か
い
己
の

道
を
切
り
開
い
て
行
こ
う
と
す
る
そ
の
精
神
は
今

も
変
わ
ら
ず
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

過
去
は
、消
せ
な
い
記
録
、未
来
は
、無
限
に
広

が
る
創
造
。「
変
わ
ら
な
い
も
の
」「
変
え
て
は
な
ら

な
い
も
の
」「
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
」の
バ

ラ
ン
ス
を
見
極
め
つ
つ
、次
の
10
年
へ
鹿
児
島
大
学

は
歩
ん
で
行
き
ま
す
。

「南九州から世界に羽ばたく
　　グローカル教育研究拠点・
　　　　鹿児島大学」を目指して

鹿児島大学第13代学長

創
立
70
周
年
を
迎
え
て

第
3
部

収入の推移
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附属病院収入

授業料及入学検定料収入

運営費交付金

経営状況は？
附属病院収入が1.6倍に増加!!

金額（単位：百万円）

産学連携等研究収入
及び寄附金収入
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地区別
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（%） 就職率（%）

地区別就職状況の推移

2009（H21） 2019（H31）

四国

その他

中国

地元への就職状況は？
就職率は上昇、鹿児島県内就職は、ほぼ同率を維持しています。

九州

鹿児島県内

近畿 92.1

95.9

中部

関東
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400 グローバル化
本学への留学生271名 → 348名に増加!!

留学生数の推移

2009（H21） 2019（H31）

太平洋地域

欧州地域

北中南米地域

アジア地域

アフリカ地域

人数（名）

大学間協定校数の推移
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台湾
インドネシア

アメリカ

ベトナム
タイ

韓国

中国

機関数

海外との交流は？
15カ国・地域46機関 → 25カ国・地域86機関に増加!!

入学生出身地別割合の推移
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北海道
東北
関東
中部

中国
近畿

九州（沖縄）

四国

その他

九州（鹿児島）

九州（宮崎）

九州（大分）

九州（熊本）

九州（長崎）
九州（佐賀）

九州（福岡）

地元からの入学は？
鹿児島県出身は50% → 47%に!! 全国から学生が集まっています。

割合（%）

過去から未来へと繋ぐ鹿児島大学「進取の精神」
創立70周年記念特集

創立70周年記念版
70周年記念版は、本学の前身の一つである
七高をベースに、当時の衣装を身にまとって
います。

鹿児島大学 この10年 （2009→2019） ※大学概要より集計

データで見
比べ!!
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知的財産
を学ぶ

鹿児島大学 産学・地域共創センター副センター長、
知的財産・リスクマネジメント部門長、
弁理士
［学位］博士（経営学）：横浜国立大学
 理学修士：東京工業大学
［学外略歴］三菱電機株式会社 知的財産センター　
特許・意匠技術部長
［所属学会］日本知的財産学会、組織学会、産業連携学
会、横浜国際社会科学学会、日本弁理士会
［専門分野］知的財産法、技術経営論、組織間関係論、光
半導体デバイス
［研究テーマ］知財経営戦略、技術経営戦略、産学連携組
織、AIを活用した知財分析システムの構築

髙橋 省吾 (たかはし・しょうご ) 教授 

髙
橋 

省
吾 

教
授

「
アイ
デ
ア・
発
明
か
ら
特
許
へ
」

（
共
通
教
育
科
目
）

南
九
州
・
南
西
諸
島
域
共
創
機
構

産
学
・
地
域
共
創
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
障
壁
も
思
い
当
た
る
の
で
、
先へ
進

め
な
い
」
と
い
う
声
に
、
髙
橋
先
生
は
「
最

初
は
万
全
な
答
え
が
見
つ
か
ら
な
く
て
も
、

決
め
た
方
向
に
突っ
走
る
こ
と
。一旦
決
め
て
、

そ
れ
を
実
現
で
き
る
よ
う
ア
イ
デ
ア
を
絞
る

と
何
か
見
つ
か
る
も
の
で
す
」
と
、
経
験
則

に
基
づい
た
発
想
の
転
換
を
勧
め
る
。

　討
議
が
終
了
す
る
と
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
の

プ
レ
ゼン
テ
ー
ション
が
行
わ
れ
た
。
A
I
や
ド

ロ
ー
ン
、
G
P
S
を
使
って
農
作
業
の
効
率
化

を
図
り
つつ
生
産
性
を
上
げ
る
アイ
デ
ア
や
、

ロ
ボッ
ト
を
使って
農
作
業
の
負
担
を
軽
減
す

る
ア
イ
デ
ア
な
ど
、
8
つ
の
グル
ー
プ
そ
れ
ぞ

れ
か
ら
趣
向
を
凝
ら
し
た
発
明
の
タ
ネ
が
発

表
さ
れ
た
。「
一
事
業
者
で
は
難
し
い
か
も
し

れ
な
い
け
ど
、
大
学
や
行
政
が
入
る
と
実
現

で
き
る
か
も
。
企
業
に
売
り
込
ん
で
も
よ
い

案
だ
ね
。
農
業
の
プ
ロ
が
考
え
そ
う
な
レベル

で
す
ね
」。
アイ
デ
ア
の
中
の
優
れ
てい
る
ポ
イ

ン
ト
を
髙
橋
先
生
は
評
価
し
、
短
い
時
間
内

で
プ
レ
ゼン
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
学
生
た
ち
の
労

を
ね
ぎ
らっ
た
。「（
資
料
作
成
が
）
間
に
合

わ
な
かっ
た
ら
、
絵
だ
け
で
も
、
文
字
だ
け
で

も
いい
。パ
フォ
ーマン
ス
だ
け
で
聴
衆
に
イ
メ
ー

ジ
さ
せ
る
プ
レ
ゼン
が
で
き
る
と
最
高
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。い
ろ
ん
な
切
り
抜
け
方
が

あ
る
こ
と
も
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
」。
現

場
で
ア
イ
デ
ア
を
創
出
す
る
「
産
み
の
苦
し

み
」
を
知
る
先
達
か
ら
伝
え
ら
れ
る
メッ
セ
ー

ジ
は
丁
寧
で
、
実
践
的
だ
。

　学
生
の
感
想
を
尋
ね
る
と
「
み
ん
な
の
意

見
を
一
つ
に
ま
と
め
て
い
く
と
こ
ろ
が
難
し

かっ
た
け
ど
、
協
力
し
て
作
り
あ
げ
る
過
程

は
面
白
かっ
た
（
工
学
部
1
年

　福
永
龍
之

介
さ
ん
）」、「
社
会
人
の
知
識
と
アイ
デ
ア
に

刺
激
を
受
け
た
（
工
学
部
1
年

　北
秀
幸

さ
ん
）」。
社
会
人
受
講
生
の
竹
ノ
下
孝
平
さ

ん
は
「
制
限
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
発
想

が
出
てい
た
。
こ
の
よ
う
な
場
は
、
新
し
い
仕

事
を
生
み
だ
す
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャン
ス
に
な
る
と

思
う
」
と
感
想
を
話
し
た
。

　高
橋
先
生
は
、「
現
代
社
会
に
お
い
て
知

的
財
産
権
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
勝
敗
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
学
生
も

将
来
、
知
財
に
関
す
る
何
ら
か
の
対
応
を
迫

ら
れ
る
局
面
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
学

生
時
代
に
リ
テ
ラ
シ
ー
と
し
て
ぜ
ひ
学
ん
で

ほ
しい
」
と
語っ
た
。

　特
許
権
や
商
標
権
、著
作
権
な
ど
、現
代

生
活
で
は
、知
ら
な
い
で
は
す
ま
さ
れ
な
く

な
っ
て
い
る
知
的
財
産
に
つ
い
て
学
ぶ
。講

師
を
務
め
る
の
は
、元
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー

で
研
究
職
を
経
て
弁
理
士
資
格
を
取
得

し
、知
財
部
門
に
携
わ
っ
た
経
歴
を
有
す
る

髙
橋
省
吾
先
生
。自
ら
の
豊
富
な
経
験
と

報
道
な
ど
に
見
ら
れ
る
事
例
紹
介
を
織
り

交
ぜ
た「
生
の
情
報
」が
魅
力
の
講
座
だ
。

知
的
財
産
法
の
基
礎
を
学
ぶ
ほ
か
、アイ
デ

ア
創
出
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、特
許
調

査
な
ど
の
実
技
も
盛
り
込
ま
れ
、カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
は
実
践
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
の
も

特
徴
だ
。ア
ク
ティ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
実
際

に
アイ
デ
ア
を
生
み
出
す「
アイ
デ
ア
の
抽

出
法
」と
い
う
単
元
の
講
義
を
参
観
し
た
。

　「研
究
や
開
発
に
携
わっ
て
い
る
と
、
時
に

問
題
を
解
決
す
る
方
法
自
体
が
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
必
要
に
な
る

の
が
ア
イ
デ
ア
の
強
制
発
生
法
で
す
」。
ア
イ

デ
ア
創
出
を
支
援
す
る
手
法
と
し
て
、
よ
く

知
ら
れ
てい
る
ブ
レ
イ
ン
・
ス
ト
ー
ミン
グ
法
や

近
年
注
目
度
の
高
ま
っ
て
い
る
T
R
I
Z
な

ど
代
表
的
メ
ソッ
ド
が
紹
介
さ
れ
、
授
業
は

グル
ー
プ
討
議へと
進
ん
だ
。

　今
回
の
課
題
は
「
高
齢
化
が
進
み
、
働
き

手
の
減
少
し
た
農
村
社
会
を
守
り
、
農
業
の

生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
ド
ロ
ーン
や

A
I
、
I
o
T
な
ど
ハ
イ
テ
ク
を
活
用
し
た

発
明
を
創
作
せ
よ
」
と
い
う
も
の
。
理
系
、

文
系
の
幅
広
い
学
部
か
ら
集
まっ
た
学
生
と

公
開
参
加
の
社
会
人
か
ら
成
る
受
講
生
50

名
を
6
、
7
名
ず
つ
に
編
成
。
2
週
に
わ
た

る
2
時
間
弱
の
タ
イ
ム
リ
ミッ
ト
の
中
で
、
自

己
紹
介
か
ら
始
ま
り
、
ア
イ
デ
ア
の
創
出
、

発
表
資
料
作
成
ま
で
グル
ー
プ
単
位
で
取
り

組
ん
で
い
く
。「
企
業
や
病
院
な
ど
組
織
に

入
っ
た
ら
ほ
ぼ
グル
ー
プ
で
プ
ロ
ジェ
ク
ト
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
就
活
や
イ
ン
タ
ー
ン
シッ
プ

で
も
学
生
に
グル
ー
プ
討
議
を
さ
せ
る
と
こ
ろ

が
多
い
の
で
、
練
習
の
場
と
捉
え
てい
た
だ
け

た
ら
」

　途
中
、
ア
イ
デ
ア
の
創
出
に
行
き
詰
ま
り

を
訴
え
る
グル
ー
プ
が
手
を
挙
げ
た
。「
ド
ロ
ー

ン
を
使
っ
た
解
決
法
を
考
え
てい
る
が
、
実
現

潜入ルポ

切
り
抜
け
方
も
技
の
う
ち

グ
ル
ー
プ
討
議
で

実
践
力
を
育
む

リ
テ
ラ
シ
ー
と
し
て

学
ん
で
ほ
し
い
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知的財産
を学ぶ

鹿児島大学 産学・地域共創センター副センター長、
知的財産・リスクマネジメント部門長、
弁理士
［学位］博士（経営学）：横浜国立大学
 理学修士：東京工業大学
［学外略歴］三菱電機株式会社 知的財産センター　
特許・意匠技術部長
［所属学会］日本知的財産学会、組織学会、産業連携学
会、横浜国際社会科学学会、日本弁理士会
［専門分野］知的財産法、技術経営論、組織間関係論、光
半導体デバイス
［研究テーマ］知財経営戦略、技術経営戦略、産学連携組
織、AIを活用した知財分析システムの構築

髙橋 省吾 (たかはし・しょうご ) 教授 

髙
橋 

省
吾 

教
授

「
アイ
デ
ア・
発
明
か
ら
特
許
へ
」

（
共
通
教
育
科
目
）

南
九
州
・
南
西
諸
島
域
共
創
機
構

産
学
・
地
域
共
創
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
障
壁
も
思
い
当
た
る
の
で
、
先へ
進

め
な
い
」
と
い
う
声
に
、
髙
橋
先
生
は
「
最

初
は
万
全
な
答
え
が
見
つ
か
ら
な
く
て
も
、

決
め
た
方
向
に
突っ
走
る
こ
と
。一旦
決
め
て
、

そ
れ
を
実
現
で
き
る
よ
う
ア
イ
デ
ア
を
絞
る

と
何
か
見
つ
か
る
も
の
で
す
」
と
、
経
験
則

に
基
づい
た
発
想
の
転
換
を
勧
め
る
。

　討
議
が
終
了
す
る
と
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
の

プ
レ
ゼン
テ
ー
ション
が
行
わ
れ
た
。
A
I
や
ド

ロ
ー
ン
、
G
P
S
を
使
って
農
作
業
の
効
率
化

を
図
り
つつ
生
産
性
を
上
げ
る
アイ
デ
ア
や
、

ロ
ボッ
ト
を
使って
農
作
業
の
負
担
を
軽
減
す

る
ア
イ
デ
ア
な
ど
、
8
つ
の
グル
ー
プ
そ
れ
ぞ

れ
か
ら
趣
向
を
凝
ら
し
た
発
明
の
タ
ネ
が
発

表
さ
れ
た
。「
一
事
業
者
で
は
難
し
い
か
も
し

れ
な
い
け
ど
、
大
学
や
行
政
が
入
る
と
実
現

で
き
る
か
も
。
企
業
に
売
り
込
ん
で
も
よ
い

案
だ
ね
。
農
業
の
プ
ロ
が
考
え
そ
う
な
レベル

で
す
ね
」。
アイ
デ
ア
の
中
の
優
れ
てい
る
ポ
イ

ン
ト
を
髙
橋
先
生
は
評
価
し
、
短
い
時
間
内

で
プ
レ
ゼン
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
学
生
た
ち
の
労

を
ね
ぎ
らっ
た
。「（
資
料
作
成
が
）
間
に
合

わ
な
かっ
た
ら
、
絵
だ
け
で
も
、
文
字
だ
け
で

も
いい
。パ
フォ
ーマン
ス
だ
け
で
聴
衆
に
イ
メ
ー

ジ
さ
せ
る
プ
レ
ゼン
が
で
き
る
と
最
高
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。い
ろ
ん
な
切
り
抜
け
方
が

あ
る
こ
と
も
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
」。
現

場
で
ア
イ
デ
ア
を
創
出
す
る
「
産
み
の
苦
し

み
」
を
知
る
先
達
か
ら
伝
え
ら
れ
る
メッ
セ
ー

ジ
は
丁
寧
で
、
実
践
的
だ
。

　学
生
の
感
想
を
尋
ね
る
と
「
み
ん
な
の
意

見
を
一
つ
に
ま
と
め
て
い
く
と
こ
ろ
が
難
し

かっ
た
け
ど
、
協
力
し
て
作
り
あ
げ
る
過
程

は
面
白
かっ
た
（
工
学
部
1
年

　福
永
龍
之

介
さ
ん
）」、「
社
会
人
の
知
識
と
アイ
デ
ア
に

刺
激
を
受
け
た
（
工
学
部
1
年

　北
秀
幸

さ
ん
）」。
社
会
人
受
講
生
の
竹
ノ
下
孝
平
さ

ん
は
「
制
限
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
発
想

が
出
てい
た
。
こ
の
よ
う
な
場
は
、
新
し
い
仕

事
を
生
み
だ
す
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャン
ス
に
な
る
と

思
う
」
と
感
想
を
話
し
た
。

　高
橋
先
生
は
、「
現
代
社
会
に
お
い
て
知

的
財
産
権
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
勝
敗
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
学
生
も

将
来
、
知
財
に
関
す
る
何
ら
か
の
対
応
を
迫

ら
れ
る
局
面
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
学

生
時
代
に
リ
テ
ラ
シ
ー
と
し
て
ぜ
ひ
学
ん
で

ほ
しい
」
と
語っ
た
。

　特
許
権
や
商
標
権
、著
作
権
な
ど
、現
代

生
活
で
は
、知
ら
な
い
で
は
す
ま
さ
れ
な
く

な
っ
て
い
る
知
的
財
産
に
つ
い
て
学
ぶ
。講

師
を
務
め
る
の
は
、元
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー

で
研
究
職
を
経
て
弁
理
士
資
格
を
取
得

し
、知
財
部
門
に
携
わ
っ
た
経
歴
を
有
す
る

髙
橋
省
吾
先
生
。自
ら
の
豊
富
な
経
験
と

報
道
な
ど
に
見
ら
れ
る
事
例
紹
介
を
織
り

交
ぜ
た「
生
の
情
報
」が
魅
力
の
講
座
だ
。

知
的
財
産
法
の
基
礎
を
学
ぶ
ほ
か
、アイ
デ

ア
創
出
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、特
許
調

査
な
ど
の
実
技
も
盛
り
込
ま
れ
、カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
は
実
践
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
の
も

特
徴
だ
。ア
ク
ティ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
実
際

に
アイ
デ
ア
を
生
み
出
す「
アイ
デ
ア
の
抽

出
法
」と
い
う
単
元
の
講
義
を
参
観
し
た
。

　「研
究
や
開
発
に
携
わっ
て
い
る
と
、
時
に

問
題
を
解
決
す
る
方
法
自
体
が
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
必
要
に
な
る

の
が
ア
イ
デ
ア
の
強
制
発
生
法
で
す
」。
ア
イ

デ
ア
創
出
を
支
援
す
る
手
法
と
し
て
、
よ
く

知
ら
れ
てい
る
ブ
レ
イ
ン
・
ス
ト
ー
ミン
グ
法
や

近
年
注
目
度
の
高
ま
っ
て
い
る
T
R
I
Z
な

ど
代
表
的
メ
ソッ
ド
が
紹
介
さ
れ
、
授
業
は

グル
ー
プ
討
議へと
進
ん
だ
。

　今
回
の
課
題
は
「
高
齢
化
が
進
み
、
働
き

手
の
減
少
し
た
農
村
社
会
を
守
り
、
農
業
の

生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
ド
ロ
ーン
や

A
I
、
I
o
T
な
ど
ハ
イ
テ
ク
を
活
用
し
た

発
明
を
創
作
せ
よ
」
と
い
う
も
の
。
理
系
、

文
系
の
幅
広
い
学
部
か
ら
集
まっ
た
学
生
と

公
開
参
加
の
社
会
人
か
ら
成
る
受
講
生
50

名
を
6
、
7
名
ず
つ
に
編
成
。
2
週
に
わ
た

る
2
時
間
弱
の
タ
イ
ム
リ
ミッ
ト
の
中
で
、
自

己
紹
介
か
ら
始
ま
り
、
ア
イ
デ
ア
の
創
出
、

発
表
資
料
作
成
ま
で
グル
ー
プ
単
位
で
取
り

組
ん
で
い
く
。「
企
業
や
病
院
な
ど
組
織
に

入
っ
た
ら
ほ
ぼ
グル
ー
プ
で
プ
ロ
ジェ
ク
ト
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
就
活
や
イ
ン
タ
ー
ン
シッ
プ

で
も
学
生
に
グル
ー
プ
討
議
を
さ
せ
る
と
こ
ろ

が
多
い
の
で
、
練
習
の
場
と
捉
え
てい
た
だ
け

た
ら
」

　途
中
、
ア
イ
デ
ア
の
創
出
に
行
き
詰
ま
り

を
訴
え
る
グル
ー
プ
が
手
を
挙
げ
た
。「
ド
ロ
ー

ン
を
使
っ
た
解
決
法
を
考
え
てい
る
が
、
実
現

潜入ルポ

切
り
抜
け
方
も
技
の
う
ち

グ
ル
ー
プ
討
議
で

実
践
力
を
育
む

リ
テ
ラ
シ
ー
と
し
て

学
ん
で
ほ
し
い
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験
に
は
通
ら
ず
民
間
企
業
に
勤

め
、肌
に
合
わ
ず
退
職
。再
度
、

試
験
勉
強
に
向
け
て
励
ん
で
い
た

と
こ
ろ
、前
職
の
取
引
先
の
方
に

紹
介
さ
れ
、現
在
の
職
場
へ
入
職

し
た
。「
と
く
に
目
標
も
な
か
っ
た

の
で
す
が
、目
の
前
の
こ
と
を
た

だ
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
と
、見
て

い
て
く
だ
さ
る
方
は
い
る
も
の
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。人
と
の
つ
な

が
り
、縁
の
お
か
げ
で
今
が
あ
り

ま
す
」

　現
在
、仕
事
を
通
じ
て
国
内

外
各
地
へ
奔
走
し
、百
貨
店
、流

通
業
、観
光
業
、行
政
、マ
ス
コ
ミ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
人
と

出
会
う
毎
日
。学
生
時
代
、九
州

か
ら
出
る
こ
と
す
ら
考
え
て
い
な

か
っ
た
こ
の
私
が
、と
笑
い
な
が

ら「
こ
れ
ま
で
の
出
会
い
や
体
験

は
人
生
の
財
産
。学
生
の
皆
さ
ん

も
、時
間
が
あ
る
う
ち
に
色
々
な

経
験
す
る
方
が
い
い
。き
っ
と
社

会
に
出
て
か
ら
も
役
に
立
つ„
対

応
力
“が
身
に
つ
く
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
も
早
く
に
県
外
や
海
外

で
の
経
験
を
積
ん
で
い
た
ら
、ま

た
違
う
人
生
を
歩
ん
で
い
た
の
か

な
」と
、後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

口
に
し
た
。

が
、南
北
6
0
0
㎞
に
わ
た
る

鹿
児
島
県
に
は
離
島
も
多
く
、

こ
こ
ま
で
山
海
の
豊
富
な
資
源

に
恵
ま
れ
て
い
る
地
域
は
他
に

あ
り
ま
せ
ん
。県
外
・
国
外
に
出

て
、改
め
て
鹿
児
島
の
良
さ
に

気
づ
き
ま
し
た
」。こ
の
数
年

は
、国
内
に
加
え
て
海
外
部
門

も
中
心
的
に
担
当
。ア
ジ
ア
各

国
か
ら
中
東
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で

出
向
き
、見
本
市
出
店
や
現
地

の
量
販
店
や
飲
食
店
へ
の
商
品

斡
旋
、販
売
に
奔
走
し
て
い
る
。

「
海
外
は
競
争
も
激
し
く
、為
替

の
変
動
に
よ
っ
て
も
取
引
を
大

き
く
左
右
す
る
世
界
。面
白
い

半
面
、緊
張
感
も
あ
り
ま
す
」。

事
務
局
長
に
就
い
た
現
在
も
、

海
外
事
業
に
は
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
る
。

　学
生
生
活
は「
勉
学
と
い
う
よ

り
、卓
球
の
た
め
に
学
校
に
通
っ

て
い
た
感
じ
」と
笑
う
。卓
球
部

で
は
主
将
を
務
め
、チ
ー
ム
は
九

州
の
2
部
リ
ー
グ
優
勝
と
い
う

成
績
を
挙
げ
た
。卒
業
後
の
進

路
は「
ス
ポ
ー
ツ
関
連
の
仕
事
と

い
う
道
も
あ
っ
た
の
か
な
と
今
で

は
思
い
ま
す
が
、漠
然
と
公
務
員

試
験
を
受
け
ま
し
た
」。だ
が
、試

摩
焼
、大
島
紬
、鹿
児
島

黒
牛
、黒
豚
、さ
つ
ま
あ

げ
、焼
酎
、か
る
か
ん
… 

鹿
児
島

の
誇
る
特
産
品
は
、生
産
者
や
事

業
者
の
努
力
と
知
恵
が
生
み
出

し
て
き
た
郷
土
の
財
産
。そ
れ
ら

特
産
品
に
関
す
る
商
品
開
発
や

品
質
向
上
、販
路
開
拓
、宣
伝
な

ど
、あ
ら
ゆ
る
面
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
裏
方
的
存
在
が
（公社）
鹿
児
島
県

特
産
品
協
会
だ
。津
田
知
久
さ

ん
は
、大
学
卒
業
後
、民
間
企
業

勤
め
を
経
て
同
協
会
に
入
職
。以

来
、鹿
児
島
県
の
特
産
品
振
興

に
尽
力
し
、今
春
、事
務
局
長
に

就
任
し
た
。

　津
田
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
に
手

が
け
た
主
な
業
務
は
、全
国
各

地
の
百
貨
店
で
開
催
す
る「
鹿

児
島
物
産
展
」の
企
画
・
運
営
の

ほ
か
、県
外
量
販
店
や
飲
食
店

等
へ
の
県
産
品
の
売
り
込
み
、斡

旋
な
ど
。県
外
で
の
幅
広
い
見
聞

を
も
と
に
、ヒ
ッ
ト
商
品
の
情
報

な
ど
を
鹿
児
島
の
事
業
者
に
伝

え
る
こ
と
も
大
切
な
役
割
だ
。

「
世
界
市
場
で
の
ラ
イ
バ
ル
は
、

海
外
諸
国
は
も
ち
ろ
ん
、良
質

な
も
の
を
生
産
す
る
国
内
の
他

県
で
あ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。で
す

薩 OBOG
INTERVIEW

先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

1

先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

い
ろ
い
ろ
な
世
界
を
見
る
と
、

こ
ぢ
ん
ま
り
生
活
し
て
い
る
だ
け
で
は

見
え
て
こ
な
い
目
線
で
物
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

対
応
力
が
育
ま
れ
る
も
の
で
す
。

5

42

3
鹿児島県特産品協会　事務局長　津田 知久（つだ ともひさ）
福岡県出身。1990年鹿児島大学法文学部経済学科入学。1995年　同学部卒業。1996年　民間
企業勤務を経て社団法人鹿児島県特産品協会就職。2005年　同協会東京駐在事務所へ異動。
2014年　公益社団法人鹿児島県特産品協会鹿児島本部へ異動。2019年4月　現職就任。

1ブランドショップの運営も仕事の一つ。一つ一つの商品知識も頭に入っている　2ドバイでの商談会　3山形屋「鹿児島ふるさと物産展」初日朝礼挨拶　4社
会人になっても卓球は何よりの生きがい。大会への出場を目標に週1の練習を欠かさない。全九州卓球選手権大会ラージボールの部では2年連続2位という成績
を挙げている　5「2019かごしまの新特産品コンクール」会場。亀崎染工（有）と鹿大環境色彩学研究会のコラボで生まれた「かごんまの色」あづまバッグを手に
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験
に
は
通
ら
ず
民
間
企
業
に
勤

め
、肌
に
合
わ
ず
退
職
。再
度
、

試
験
勉
強
に
向
け
て
励
ん
で
い
た

と
こ
ろ
、前
職
の
取
引
先
の
方
に

紹
介
さ
れ
、現
在
の
職
場
へ
入
職

し
た
。「
と
く
に
目
標
も
な
か
っ
た

の
で
す
が
、目
の
前
の
こ
と
を
た

だ
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
と
、見
て

い
て
く
だ
さ
る
方
は
い
る
も
の
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。人
と
の
つ
な

が
り
、縁
の
お
か
げ
で
今
が
あ
り

ま
す
」

　現
在
、仕
事
を
通
じ
て
国
内

外
各
地
へ
奔
走
し
、百
貨
店
、流

通
業
、観
光
業
、行
政
、マ
ス
コ
ミ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
人
と

出
会
う
毎
日
。学
生
時
代
、九
州

か
ら
出
る
こ
と
す
ら
考
え
て
い
な

か
っ
た
こ
の
私
が
、と
笑
い
な
が

ら「
こ
れ
ま
で
の
出
会
い
や
体
験

は
人
生
の
財
産
。学
生
の
皆
さ
ん

も
、時
間
が
あ
る
う
ち
に
色
々
な

経
験
す
る
方
が
い
い
。き
っ
と
社

会
に
出
て
か
ら
も
役
に
立
つ„
対

応
力
“が
身
に
つ
く
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
も
早
く
に
県
外
や
海
外

で
の
経
験
を
積
ん
で
い
た
ら
、ま

た
違
う
人
生
を
歩
ん
で
い
た
の
か

な
」と
、後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

口
に
し
た
。

が
、南
北
6
0
0
㎞
に
わ
た
る

鹿
児
島
県
に
は
離
島
も
多
く
、

こ
こ
ま
で
山
海
の
豊
富
な
資
源

に
恵
ま
れ
て
い
る
地
域
は
他
に

あ
り
ま
せ
ん
。県
外
・
国
外
に
出

て
、改
め
て
鹿
児
島
の
良
さ
に

気
づ
き
ま
し
た
」。こ
の
数
年

は
、国
内
に
加
え
て
海
外
部
門

も
中
心
的
に
担
当
。ア
ジ
ア
各

国
か
ら
中
東
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で

出
向
き
、見
本
市
出
店
や
現
地

の
量
販
店
や
飲
食
店
へ
の
商
品

斡
旋
、販
売
に
奔
走
し
て
い
る
。

「
海
外
は
競
争
も
激
し
く
、為
替

の
変
動
に
よ
っ
て
も
取
引
を
大

き
く
左
右
す
る
世
界
。面
白
い

半
面
、緊
張
感
も
あ
り
ま
す
」。

事
務
局
長
に
就
い
た
現
在
も
、

海
外
事
業
に
は
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
る
。

　学
生
生
活
は「
勉
学
と
い
う
よ

り
、卓
球
の
た
め
に
学
校
に
通
っ

て
い
た
感
じ
」と
笑
う
。卓
球
部

で
は
主
将
を
務
め
、チ
ー
ム
は
九

州
の
2
部
リ
ー
グ
優
勝
と
い
う

成
績
を
挙
げ
た
。卒
業
後
の
進

路
は「
ス
ポ
ー
ツ
関
連
の
仕
事
と

い
う
道
も
あ
っ
た
の
か
な
と
今
で

は
思
い
ま
す
が
、漠
然
と
公
務
員

試
験
を
受
け
ま
し
た
」。だ
が
、試

摩
焼
、大
島
紬
、鹿
児
島

黒
牛
、黒
豚
、さ
つ
ま
あ

げ
、焼
酎
、か
る
か
ん
… 

鹿
児
島

の
誇
る
特
産
品
は
、生
産
者
や
事

業
者
の
努
力
と
知
恵
が
生
み
出

し
て
き
た
郷
土
の
財
産
。そ
れ
ら

特
産
品
に
関
す
る
商
品
開
発
や

品
質
向
上
、販
路
開
拓
、宣
伝
な

ど
、あ
ら
ゆ
る
面
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
裏
方
的
存
在
が
（公社）
鹿
児
島
県

特
産
品
協
会
だ
。津
田
知
久
さ

ん
は
、大
学
卒
業
後
、民
間
企
業

勤
め
を
経
て
同
協
会
に
入
職
。以

来
、鹿
児
島
県
の
特
産
品
振
興

に
尽
力
し
、今
春
、事
務
局
長
に

就
任
し
た
。

　津
田
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
に
手

が
け
た
主
な
業
務
は
、全
国
各

地
の
百
貨
店
で
開
催
す
る「
鹿

児
島
物
産
展
」の
企
画
・
運
営
の

ほ
か
、県
外
量
販
店
や
飲
食
店

等
へ
の
県
産
品
の
売
り
込
み
、斡

旋
な
ど
。県
外
で
の
幅
広
い
見
聞

を
も
と
に
、ヒ
ッ
ト
商
品
の
情
報

な
ど
を
鹿
児
島
の
事
業
者
に
伝

え
る
こ
と
も
大
切
な
役
割
だ
。

「
世
界
市
場
で
の
ラ
イ
バ
ル
は
、

海
外
諸
国
は
も
ち
ろ
ん
、良
質

な
も
の
を
生
産
す
る
国
内
の
他

県
で
あ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。で
す
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世
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る
と
、

こ
ぢ
ん
ま
り
生
活
し
て
い
る
だ
け
で
は

見
え
て
こ
な
い
目
線
で
物
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

対
応
力
が
育
ま
れ
る
も
の
で
す
。

5

42

3
鹿児島県特産品協会　事務局長　津田 知久（つだ ともひさ）
福岡県出身。1990年鹿児島大学法文学部経済学科入学。1995年　同学部卒業。1996年　民間
企業勤務を経て社団法人鹿児島県特産品協会就職。2005年　同協会東京駐在事務所へ異動。
2014年　公益社団法人鹿児島県特産品協会鹿児島本部へ異動。2019年4月　現職就任。

1ブランドショップの運営も仕事の一つ。一つ一つの商品知識も頭に入っている　2ドバイでの商談会　3山形屋「鹿児島ふるさと物産展」初日朝礼挨拶　4社
会人になっても卓球は何よりの生きがい。大会への出場を目標に週1の練習を欠かさない。全九州卓球選手権大会ラージボールの部では2年連続2位という成績
を挙げている　5「2019かごしまの新特産品コンクール」会場。亀崎染工（有）と鹿大環境色彩学研究会のコラボで生まれた「かごんまの色」あづまバッグを手に
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0
1
7
年
8
月
17
日
、
ア

メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロッ
パ
の
重

力
波
観
測
共
同
実
験

LIG
O
-Virgo

が
重
力
波
※
を
放
つ

天
体
を
キ
ャッ
チ
し
た
と
い
う
報
が

世
界
の
天
文
学
者
の
間
を
駆
け

巡っ
た
。
各
国
の
天
文
学
チ
ー
ム
は

こ
ぞって
追
跡
観
測
を
行
い
、
日
本

で
は
国
立
天
文
台
を
は
じ
め
と
す

る
重
力
波
追
跡
観
測
チ
ー
ム

J-G
EM

（Japanese collabo-
ration of G

ravitational w
ave 

Electro-M
agnetic follow

-up

）

が
観
測
を
開
始
。
世
界
で
初
め
て

重
力
波
を
光
赤
外
線
で
捉
え
、
可

視
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
本

学
の
永
山
貴
宏
先
生
はJ-G

EM

の一員
と
し
て
重
力
波
放
射
天
体
の

観
測
に
参
画
。
中
性
子
星
の
合
体

に
よって
、
金
や
プ
ラ
チ
ナ
な
ど
の
重

元
素
の
生
成
過
程
と
し
て
有
力
な

候
補
で
あ
る
r
プロセ
ス
が
起
き
てい

る
可
能
性
を
確
認
し
た
。

　J-G
EM

に
よ
る
重
力
波
放
射
天

体
の
観
測
に
は
、ハ
ワ
イ
の
す
ば
る

望
遠
鏡
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の

I
R
S
F
望
遠
鏡
な
ど
、
世
界
に

分
散
す
る
望
遠
鏡
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

お
け
る
ミ
ラ
型
星
の
分
布
を
明
ら
か

に
す
る
研
究
で
す
。
自
分
た
ち
が
住

ん
でい
る
銀
河
系
が
ど
ん
な
世
界
に

なってい
る
か
を
知
る
とい
う
基
礎
科

学
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
」

　
天
体
現
象
は
、
瞬
時
に
起
こ
り
、

あっ
と
い
う
間
に
消
滅
し
て
し
ま
う

も
の
も
多
い
こ
と
た
め
、
世
界
の
学

者
が
協
力
し
、
天
体
の
発
見
を
い
ち

早
く
世
界
に
伝
え
、
協
力
し
て
観

測
に
取
り
組
む
の
が
近
年
の
ト
レン

ド
だ
と
い
う
。
永
山
先
生
は
、
重
力

波
観
測
の
ほ
か
に
も
、
地
球
に
最

接
近
し
た
小
惑
星
の
観
測
や
、
宇

宙
の
は
る
か
彼
方
で
起
き
た
γ
線

バ
ー
ス
ト
を
観
測
す
る
な
ど
、
こ
れ

ま
で
多
岐
に
わ
た
る
領
域
の
研
究

に
携
わ
っ
て
き
た
。「
極
論
を
言
え

ば
、
自
分
た
ち
が
作
っ
た
装
置
で
貢

献
で
き
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
天
文
学

の
範
疇
を
外
れ
て
もいい
と
さ
え
思っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
自
分
の
作
っ

た
観
測
装
置
で
見
て
面
白
い
な
ら
、

桜
島
のマ
グマ
と
か
、
煙
と
か
。
な
ん

で
も
興
味
は
あ
り
ま
す
」。
さ
ま
ざ

ま
な
科
学
者
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
ション

で
宇
宙
の
姿
を
捉
え
て
き
た
永
山

先
生
の
ス
タ
ン
ス
は
、
し
な
や
か
だ
。

名
誉
教

授
）の
影
響
。

「
先
生
は
論
文
を

書
く
こ
と
も
大
事
に
さ

れ
てい
ま
し
た
が
、
自
分
た
ち

の
使
う
観
測
装
置
は
自
分
た
ち
で
作

ろ
う
とい
う
方
針
で
し
た
。
実
際
に
、

観
測
装
置
を
丸
ご
と
購
入
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
が
莫
大
なコス
ト
が
か
か

り
ま
す
。
な
に
よ
り
、
買
う
こ
と
が
で

き
る
装
置
で
で
き
る
こ
と
は
他
人
で
も

で
き
ま
す
。
世
界
で
自
分
た
ち
し
か
で

き
ないこ
と
を
や
ろ
う
と
す
る
と
、
自

ら
開
発
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」

　
観
測
に
赤
外
線
を
用
い
る
の
は
、

可
視
光
線
に
比
べて
遠
く
ま
で
見
通

す
こ
と
が
で
き
る
とい
う
特
性
が
あ
る

た
め
。
星
の
光
は
宇
宙
の
塵
に
よって

吸
収・散
乱
さ
れ
てし
ま
う
。し
か
し
、

可
視
光
線
で
は
1
万
分
の
1
に
暗
く

なってし
ま
う
よ
う
な
状
況
で
も
、
近

赤
外
線
で
は
2
・
5
分
の
1
に
し
か

な
ら
な
い
。
天
の
川
銀
河
の
中
心
部

ま
で
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

　
現
在
、
永
山
先
生
は
I
R
S
F

に
設
置
し
た
も
の
と
同
型
の
赤
外
線

カ
メ
ラ
製
作
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

将
来
的
に
は
、
薩
摩
川
内
市
入
来

町
の
鹿
児
島
大
学
１
m
望
遠
鏡
に

取
り
付
け
る
構
想
だ
。「
銀
河
系
に

げ
る
こ
と

を
目
指
す
の
が
常
だ

が
、
す
ぐ
れ
た
観
測
装
置
な
く
し
て

は
、
発
見
や
研
究
成
果
を
導
く
こ

と
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。「
ス
ポ
ー

ツ
と
似
てい
ま
す
。
例
え
ば
サッ
カ
ー

で
は
、
試
合
に
出
てい
る
人
だ
け
で

な
く
コ
ー
チ
や
監
督
、
場
合
に
よって

は
ス
カ
ウ
ト
、
フ
ロン
ト
な
ど
運
営

ま
で
含
め
て一つ
の
プロ
ジェ
ク
ト
チ
ー

ム
で
す
よ
ね
。
天
文
学
の
分
野
で
も
、

論
文
を
発
表
す
る
と
こ
ろ
が
ゴ
ー
ル

だ
と
す
る
と
、
技
術
的
サ
ポ
ー
ト
や

情
報
提
供
、
さ
ら
に
成
果
を
広
く

知
ら
せ
る
広
報
活
動
な
ど
、
数
多

く
の
支
え
が
あって
初
め
て
ゴ
ー
ル
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」

　
永
山
先
生
が
観
測
装
置
の
手
作

り
に
こ
だ
わ
る
よ
う
に
なっ
た
の
は
、

大
学
院
時
代
に
師
事
し
た
恩
師

（
佐
藤
修
二
名
古
屋
大
学
理
学
部

が
活
用
さ
れ
た
。
I
R
S
F
に
設

置
し
た
赤
外
線
カ
メ
ラ
は
、20
年
前
、

名
古
屋
大
学
院
生
だ
っ
た
永
山
先

生
が
製
作
し
、
以
来
、
管
理
・
運

用
し
て
き
た
も
の
だ
。
2
0
1
7
年

の
イ
ベン
ト
で
は
、
重
力
波
が
現
れ

た
の
が
南
半
球
だ
っ
た
た
め
、
南
ア

フ
リ
カ
に
設
置
し
た
I
R
S
F
の
観

測
が
研
究
成
果
に
大
き
く
貢
献
し

た
。「
良
い
装
置
を
早
い
時
期
に
投

入
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
こ
そ
、

世
界
の
名
だ
た
る
天
文
学
チ
ー
ム
の

中
で
も
、い
ち
早
く
成
果
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
す
」

　
ま
さ
に
天
文
学
史
に
残
る一大
イベ

ン
ト
だ
が
「
あ
く
ま
で
も
自
作
し
た

観
測
装
置
か
ら
生
ま
れ
た
成
果
の一

つ
」
と
永
山
先
生
。
大
多
数
の
天
文

学
者
は
、あ
る
テ
ーマに
向
かって
まっ

す
ぐ
ア
プロ
ー
チ
し
研
究
成
果
を
あ

オンリーワンの手作り観測装置を武器に

世界的探究プロジェクトに参画

2

Scholar Interview

研究室から

名古屋大学大学院　博士課
程2004年3月満了（単位取

得退学）、2005年2月　博
士（理

学）学位取得、 京都大学研
究員、名古屋大学特任助教

を経て、2014年4月から現
職。

[学位] 博士（理学）

■所属学会：日本天文
学会　　■専門分野：

天文学

■研究テーマ：○赤外線天
文学 ○光赤外線 ○グレートアトラク

ター ○明るい天体 ○昼間観測 ○天
体装置

開発 ○変光星 ○輝線星 ○銀河 ○
ミラ型星 ○銀河分布 ○太陽系外惑

星 ○減光フィルタ ○分光器 ○ミラ
型変光星

永山　貴宏（ながやま
・たかひろ）

Profile

技
術
力
の
蓄
積
あ
っ
て
こ
そ

赤
外
線
の「
見
通
す
力
」を
使
う

し
な
や
か
な
応
用
力

※ 重力波：アインシュタインの一般相対性理論によって予測された。質量をもった物体が軸
対称ではない運動をすることで時空のゆがみが生じ、そのゆがみが光速で広がっていく現象。
中性子星の連星の合体や超新星爆発、ブラックホールなどから発生すると考えられていた。

大
学
院
理
工
学
研
究
科

物
理
・
宇
宙
専
攻

大
学
院
理
工
学
研
究
科

物
理
・
宇
宙
専
攻

永
山 

貴
宏 

准
教
授

現在、1m望遠鏡で試験観測中の分光
観測装置

実験室で開発中の近赤外線3波長同時
観測カメラ

KADAI JOURNAL No.212 12



0
1
7
年
8
月
17
日
、
ア

メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロッ
パ
の
重

力
波
観
測
共
同
実
験

LIG
O
-Virgo

が
重
力
波
※
を
放
つ

天
体
を
キ
ャッ
チ
し
た
と
い
う
報
が

世
界
の
天
文
学
者
の
間
を
駆
け

巡っ
た
。
各
国
の
天
文
学
チ
ー
ム
は

こ
ぞって
追
跡
観
測
を
行
い
、
日
本

で
は
国
立
天
文
台
を
は
じ
め
と
す

る
重
力
波
追
跡
観
測
チ
ー
ム

J-G
EM

（Japanese collabo-
ration of G

ravitational w
ave 

Electro-M
agnetic follow

-up

）

が
観
測
を
開
始
。
世
界
で
初
め
て

重
力
波
を
光
赤
外
線
で
捉
え
、
可

視
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
本

学
の
永
山
貴
宏
先
生
はJ-G

EM

の一員
と
し
て
重
力
波
放
射
天
体
の

観
測
に
参
画
。
中
性
子
星
の
合
体

に
よって
、
金
や
プ
ラ
チ
ナ
な
ど
の
重

元
素
の
生
成
過
程
と
し
て
有
力
な

候
補
で
あ
る
r
プロセ
ス
が
起
き
てい

る
可
能
性
を
確
認
し
た
。

　J-G
EM

に
よ
る
重
力
波
放
射
天

体
の
観
測
に
は
、ハ
ワ
イ
の
す
ば
る

望
遠
鏡
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の

I
R
S
F
望
遠
鏡
な
ど
、
世
界
に

分
散
す
る
望
遠
鏡
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

お
け
る
ミ
ラ
型
星
の
分
布
を
明
ら
か

に
す
る
研
究
で
す
。
自
分
た
ち
が
住

ん
でい
る
銀
河
系
が
ど
ん
な
世
界
に

なってい
る
か
を
知
る
とい
う
基
礎
科

学
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
」

　
天
体
現
象
は
、
瞬
時
に
起
こ
り
、

あっ
と
い
う
間
に
消
滅
し
て
し
ま
う

も
の
も
多
い
こ
と
た
め
、
世
界
の
学

者
が
協
力
し
、
天
体
の
発
見
を
い
ち

早
く
世
界
に
伝
え
、
協
力
し
て
観

測
に
取
り
組
む
の
が
近
年
の
ト
レン

ド
だ
と
い
う
。
永
山
先
生
は
、
重
力

波
観
測
の
ほ
か
に
も
、
地
球
に
最

接
近
し
た
小
惑
星
の
観
測
や
、
宇

宙
の
は
る
か
彼
方
で
起
き
た
γ
線

バ
ー
ス
ト
を
観
測
す
る
な
ど
、
こ
れ

ま
で
多
岐
に
わ
た
る
領
域
の
研
究

に
携
わ
っ
て
き
た
。「
極
論
を
言
え

ば
、
自
分
た
ち
が
作
っ
た
装
置
で
貢

献
で
き
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
天
文
学

の
範
疇
を
外
れ
て
もいい
と
さ
え
思っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
自
分
の
作
っ

た
観
測
装
置
で
見
て
面
白
い
な
ら
、

桜
島
のマ
グマ
と
か
、
煙
と
か
。
な
ん

で
も
興
味
は
あ
り
ま
す
」。
さ
ま
ざ

ま
な
科
学
者
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
ション

で
宇
宙
の
姿
を
捉
え
て
き
た
永
山

先
生
の
ス
タ
ン
ス
は
、
し
な
や
か
だ
。

名
誉
教

授
）の
影
響
。

「
先
生
は
論
文
を

書
く
こ
と
も
大
事
に
さ

れ
てい
ま
し
た
が
、
自
分
た
ち

の
使
う
観
測
装
置
は
自
分
た
ち
で
作

ろ
う
とい
う
方
針
で
し
た
。
実
際
に
、

観
測
装
置
を
丸
ご
と
購
入
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
が
莫
大
なコス
ト
が
か
か

り
ま
す
。
な
に
よ
り
、
買
う
こ
と
が
で

き
る
装
置
で
で
き
る
こ
と
は
他
人
で
も

で
き
ま
す
。
世
界
で
自
分
た
ち
し
か
で

き
ないこ
と
を
や
ろ
う
と
す
る
と
、
自

ら
開
発
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」

　
観
測
に
赤
外
線
を
用
い
る
の
は
、

可
視
光
線
に
比
べて
遠
く
ま
で
見
通

す
こ
と
が
で
き
る
とい
う
特
性
が
あ
る

た
め
。
星
の
光
は
宇
宙
の
塵
に
よって

吸
収・散
乱
さ
れ
てし
ま
う
。し
か
し
、

可
視
光
線
で
は
1
万
分
の
1
に
暗
く

なってし
ま
う
よ
う
な
状
況
で
も
、
近

赤
外
線
で
は
2
・
5
分
の
1
に
し
か

な
ら
な
い
。
天
の
川
銀
河
の
中
心
部

ま
で
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

　
現
在
、
永
山
先
生
は
I
R
S
F

に
設
置
し
た
も
の
と
同
型
の
赤
外
線

カ
メ
ラ
製
作
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

将
来
的
に
は
、
薩
摩
川
内
市
入
来

町
の
鹿
児
島
大
学
１
m
望
遠
鏡
に

取
り
付
け
る
構
想
だ
。「
銀
河
系
に

げ
る
こ
と

を
目
指
す
の
が
常
だ

が
、
す
ぐ
れ
た
観
測
装
置
な
く
し
て

は
、
発
見
や
研
究
成
果
を
導
く
こ

と
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。「
ス
ポ
ー

ツ
と
似
てい
ま
す
。
例
え
ば
サッ
カ
ー

で
は
、
試
合
に
出
てい
る
人
だ
け
で

な
く
コ
ー
チ
や
監
督
、
場
合
に
よって

は
ス
カ
ウ
ト
、
フ
ロン
ト
な
ど
運
営

ま
で
含
め
て一つ
の
プロ
ジェ
ク
ト
チ
ー

ム
で
す
よ
ね
。
天
文
学
の
分
野
で
も
、

論
文
を
発
表
す
る
と
こ
ろ
が
ゴ
ー
ル

だ
と
す
る
と
、
技
術
的
サ
ポ
ー
ト
や

情
報
提
供
、
さ
ら
に
成
果
を
広
く

知
ら
せ
る
広
報
活
動
な
ど
、
数
多

く
の
支
え
が
あって
初
め
て
ゴ
ー
ル
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」

　
永
山
先
生
が
観
測
装
置
の
手
作

り
に
こ
だ
わ
る
よ
う
に
なっ
た
の
は
、

大
学
院
時
代
に
師
事
し
た
恩
師

（
佐
藤
修
二
名
古
屋
大
学
理
学
部

が
活
用
さ
れ
た
。
I
R
S
F
に
設

置
し
た
赤
外
線
カ
メ
ラ
は
、20
年
前
、

名
古
屋
大
学
院
生
だ
っ
た
永
山
先

生
が
製
作
し
、
以
来
、
管
理
・
運

用
し
て
き
た
も
の
だ
。
2
0
1
7
年

の
イ
ベン
ト
で
は
、
重
力
波
が
現
れ

た
の
が
南
半
球
だ
っ
た
た
め
、
南
ア

フ
リ
カ
に
設
置
し
た
I
R
S
F
の
観

測
が
研
究
成
果
に
大
き
く
貢
献
し

た
。「
良
い
装
置
を
早
い
時
期
に
投

入
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
こ
そ
、

世
界
の
名
だ
た
る
天
文
学
チ
ー
ム
の

中
で
も
、い
ち
早
く
成
果
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
す
」

　
ま
さ
に
天
文
学
史
に
残
る一大
イベ

ン
ト
だ
が
「
あ
く
ま
で
も
自
作
し
た

観
測
装
置
か
ら
生
ま
れ
た
成
果
の一

つ
」
と
永
山
先
生
。
大
多
数
の
天
文

学
者
は
、あ
る
テ
ーマに
向
かって
まっ

す
ぐ
ア
プロ
ー
チ
し
研
究
成
果
を
あ

オンリーワンの手作り観測装置を武器に

世界的探究プロジェクトに参画

2

Scholar Interview

研究室から

名古屋大学大学院　博士課
程2004年3月満了（単位取

得退学）、2005年2月　博
士（理

学）学位取得、 京都大学研
究員、名古屋大学特任助教

を経て、2014年4月から現
職。

[学位] 博士（理学）

■所属学会：日本天文
学会　　■専門分野：

天文学

■研究テーマ：○赤外線天
文学 ○光赤外線 ○グレートアトラク

ター ○明るい天体 ○昼間観測 ○天
体装置

開発 ○変光星 ○輝線星 ○銀河 ○
ミラ型星 ○銀河分布 ○太陽系外惑

星 ○減光フィルタ ○分光器 ○ミラ
型変光星

永山　貴宏（ながやま
・たかひろ）

Profile

技
術
力
の
蓄
積
あ
っ
て
こ
そ

赤
外
線
の「
見
通
す
力
」を
使
う

し
な
や
か
な
応
用
力

※ 重力波：アインシュタインの一般相対性理論によって予測された。質量をもった物体が軸
対称ではない運動をすることで時空のゆがみが生じ、そのゆがみが光速で広がっていく現象。
中性子星の連星の合体や超新星爆発、ブラックホールなどから発生すると考えられていた。

大
学
院
理
工
学
研
究
科

物
理
・
宇
宙
専
攻

大
学
院
理
工
学
研
究
科

物
理
・
宇
宙
専
攻

永
山 

貴
宏 

准
教
授

現在、1m望遠鏡で試験観測中の分光
観測装置

実験室で開発中の近赤外線3波長同時
観測カメラ
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　古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
時
代
か
ら
、芳

香
性
植
物
を
用
い
た
民
間
療
法
は

語
り
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。20
世
紀

に
な
る
と
芳
香
性
植
物
か
ら
抽
出

さ
れ
た
精
油
を
使
っ
た「
ア
ロ
マ
テ
ラ

ピ
ー（
芳
香
療
法
）」が
提
唱
さ
れ
、

精
油
の
持
つ
薬
理
作
用
が
広
く
認

知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。確

か
に
、種
々
の
香
り
を
嗅
ぐ
こ
と
で

多
様
な
感
情
・
気
分
の
変
化
が
起
こ

り
、同
時
に
循
環（
心
拍
数
や
血
圧

等
）や
呼
吸
、発
汗
と
いっ
た
自
律
神

経
応
答
が
現
れ
る
こ
と
を
私
た
ち

は
経
験
的
に
知
っ
て
い
ま
す
。し
か
し

な
が
ら
、「
香
り
」が
ど
の
よ
う
な
脳

神
経
機
構
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
生

体
反
応
を
引
き
起
こ
す
の
か
、そ
の

科
学
的
な
研
究
は
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
す
。

　私
た
ち
の
研
究
チ
ー
ム
で
は
、こ

れ
ま
で
科
学
の
言
葉
で
語
ら
れ
る
こ

と
の
少
な
か
っ
た
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー

を
、脳
科
学（
特
に
神
経
生
理
学
）の

視
点
か
ら
解
明
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　研
究
を
志
す
上
で
大
事
な
こ
と
は
何
で
す
か
？

　と
し
ば
し

ば
質
問
さ
れ
ま
す
が
、私
は「
知
り
た
い
」と
思
う
こ
と
、そ
し
て

「
自
ら
動
く
」こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。私
は
も
と
も
と
人
工
知
能
に

興
味
が
あ
り
大
学
で
は
基
礎
工
学
部
に
入
学
し
ま
し
た
が
、徐
々

に「
生
き
た
脳
」に
興
味
が
移
り
、現
在
は「
嗅
覚
と
フ
ェ
ロ
モ
ン
」

を
処
理
す
る
脳
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
研
究
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。脳

科
学
分
野
で
は
医
学
部
卒
の
ド
ク
タ
ー
だ
け
で
は
な
く
、理
学
、工
学
、農
学
、歯
学
、水
産
学
、

教
育
学
、文
学
、心
理
学
、看
護
学
な
ど
非
常
に
多
様
な
バッ
ク
グ
ラ
ン
ド
を
持
つ
研
究
者
が
多

様
な
視
点
と
技
術
を
基
盤
に
、そ
れ
ぞ
れ
が「
知
り
た
い
こ
と
」を
解
き
明
か
す
た
め
日
夜
研

究
に
励
ん
で
い
ま
す
。「
脳
っ
て
、な
ん
か
、面
白
そ
う
。ち
ょっ
と
研
究
し
て
み
よ
う
か
な
」と
思
っ

た
人
、文
系
理
系
問
い
ま
せ
ん
。ぜ
ひ一
度
研
究
室
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。あ
な
た
の「
面
白

そ
う
」を
切
り
口
に
、いっ
し
ょ
に
脳
の
秘
密
を
解
き
明
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　私
た
ち
の
研
究
チ
ー
ム
で
は
、ラ
ベ

ン
ダ
ー
な
ど
に
含
ま
れ
る
リ
ナ
ロ
ー
ル

と
い
う
物
質
の
香
り
に
鎮
痛
効
果
が

あ
る
こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。さ
ら

に
、リ
ナ
ロ
ー
ル
の
香
気
に
は
不
安
を

軽
減
す
る
働
き
が
あ
る
こ
と
を
突
き

止
め
ま
し
た
。こ
の
抗
不
安
効
果
は
、

臨
床
抗
不
安
薬（
ベン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン
）

と
共
通
す
る
神
経
機
構
を
介
し
て
効

果
が
現
れ
ま
す
。こ
れ
ら
の
研
究
成

果
は「Frontiers in Behavioral 

N
euroscience

」誌
で
公
表
さ
れ
ま

し
た
が
、そ
の
成
果
はThe N

ew
 

York TIm
es

」を
は
じ
め
と
す
る
国

内
外
の
多
く
の
メ
ディ
ア
で
広
く
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な「
機
能
性
香
気
」が
身

体
に
優
し
い
医
長
に
応
用
さ
れ
る
日

も
遠
く
ない
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

の
タ
ネ

Needs

Seeds

「
香
り
」に
よ
る
生
体
反
応
と

自
律
神
経
性
調
節
の

脳
神
経
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
探
求

取り組み事例

期待される効果・応用分野

研究の背景および目的

大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科

先
進
治
療
科
学
専
攻
・
統
合
分
子
生
理
学

柏
谷 

英
樹 

講
師

大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科

　柏
谷 
英
樹（
か
し
わ
だ
に・ひ
で
き
） 

講
師

「
多
様
性
」が
切
り
開
く
脳
科
学

【「香り」が引き起こす情動・身体反応のメカニズムに脳科学からアプローチ】

県内外企業との
共同研究

学部横断的
講義・実習の開講

出前講義を通じた
最新脳科学の紹介

【科学的根拠に基づいた「香り」による、からだに優しい医療の可能性】

第 二 回

appeal point

appeal point

多様な植物、食物の香気の持つ機能性を県内外企業の皆さまとの共同研究を通して実
証し、新たな機能性食品の開発につなげたいと考えています。

リナロールの香気で誘発される鎮
痛効果と同様な効果が、芋焼酎
の香気でも起こることが県内焼酎
メーカーの協力により明らかになり
ました。この効果はアルコ―ル香
気では観察されないため、芋焼
酎のもつ香気が「身体の痛み」
をも癒してくれることを示していま
す。他にも多様な植物、食物の
香気にも多様な機能があることが
予想されています。これらの機能
性を県内外企業の皆さまとの共
同研究を通して実証し、新たな
機能性食品の開発につなげてい
きたいと考えています。

日本生理学会及び鹿児島大学
で募集している出前講義（授業）
に積極的に参画しています。講
義は鹿児島県及び近隣他県の
高等学校を中心に行っており、
嗅覚やフェロモンに関する最新の
知見や、私達の研究成果を紹介
しています。また、平凡な一高校
生が「脳科学者」になってしまっ
たいきさつや、その時々でどんな
ことを考えていたのか？科学者っ
て食べていけるの？　といった話
を交え、将来「研究者」を目指
す高校生へのアドバイスの一つに
なれば、と考えています。

脳を研究する上で、多様な側面（切
り口）からアプローチすることが近年
のトレンドとなっています。そこで（文
系、理系を問わず）多様なバックグ
ラウンドを持つ学生の皆さまに脳科
学に興味を持ってもらうため、「実験
医学・行動心理学入門」「実験医
学・脳科学入門」を開講し、座学及
び実習を通して脳科学・生理学研
究の一端を体験して頂いています。
これまで理学部、農学部、工学部、
法文学部、水産学部、医学部と幅
広い学部学生の皆さまに受講して
頂き、また医科学修士への進学の
参考にして頂いております。

文系、理系を問わず多様なバックグラウンドを持つ学生に興味を持ってもらうため、入
門的講義や出前授業を開講して学問の門戸を広げ、人材育成に力を入れています。

大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科

　楠
本 

郁
恵（
く
す
も
と・い
く
え
） 

助
教

　「匂
い
は
、人
の
心
を
動
か
せ
る
か
も
？
」。そ
ん
な
希
望
を
持
って

柏
谷
先
生
は
研
究
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。コ
ー
ヒ
ー

ショッ
プ
の
前
を
通
る
と
き
の
香
ば
し
い
香
り
が
気
分
を
落
ち
着
け

て
く
れ
た
り
、注
射
の
前
の
消
毒
の
匂
い
で
緊
張
し
た
り
し
た
経
験

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
　こ
の
よ
う
な
、見
逃
し
が
ち
だ
け
れ
ど
、日

常
生
活
で
確
実
に
多
く
の
人
が
経
験
し
てい
る
匂
い
に
よ
る
心への

影
響
で
す
が
、匂
い
の
情
報
が
脳
の
中
で
処
理
さ
れ
る
こ
と
で
起
こってい
る
、と
い
う
程
度
の
こ
と

し
か
メ
カニズム
が
分
かってい
ま
せ
ん
。

　柏
谷
先
生
と
私
は
、脳
の
中
の
神
経
細
胞
１
つ
１
つ
の
神
経
活
動
を
調
べる
電
気
生
理
学
的
手

法
を
用
い
て
、匂
い
の
情
報
が
、脳
の
中
で
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
る
の
か
を
調
べ
て
き
ま
し
た
。そ

れ
に
加
え
て
、柏
谷
先
生
た
ち
は
、匂
い
の
影
響
で
動
物
の
行
動
パ
タ
ー
ン
が
変
わ
る
こ
と
を
指
標

に
、痛
み
を
抑
え
た
り
、不
安
を
和
ら
げ
た
り
す
る
作
用
を
持
つ
匂
い
分
子
を
同
定
す
る
こ
と
に

成
功
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、人
の
心
を
動
か
す
匂
い
の
作
用
メ
カニ
ズム
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
大

き
な
足
掛
か
り
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。で
も
本
当
は
、柏
谷
先
生
は
、匂
い
の
研
究
を
通
し
て
、人

の
心
を
動
か
す「
お
も
ろ
い
」研
究
を
目
指
し
てい
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

鹿
大
メッ
セ
ー
ジ

������

産学連携に関する相談・お問い合わせ窓口：産学・地域共創センター　☎099-285-8491

1
9
9
5
年
3
月
　大
阪
大
学
基
礎
工
学
部
生
物
工
学
科
　卒
業

1
9
9
7
年
4
月
　理
化
学
研
究
所
脳
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
機
能
分
子
研
究
室（
国
内
留
学
）

2
0
0
0
年
3
月
　大
阪
大
学
大
学
院
基
礎
工
学
研
究
科
博
士
課
程
　単
位
取
得
退
学

2
0
0
0
年
4
月
　東
京
女
子
医
科
大
学
医
学
部
第一生
理
学
　助
手

2
0
0
0
年
10
月
　博
士（
理
学
）取
得（
大
阪
大
学
）

2
0
0
2
年
7
月
　東
京
大
学
医
学
部
細
胞
分
子
生
理
学
　助
手

2
0
0
7
年
4
月
　東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
細
胞
分
子
生
理
学
　助
教

2
0
1
2
年
4
月
　鹿
児
島
大
学
大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科
統
合
分
子
生
理
学
　講
師

↑
鹿
児
島
大
学
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
サ
イ
ト

『【
研
究
成
果
】「
香
り
」が
不
安
を
軽
減
す
る

脳
の
仕
組
み
を
発
見
』
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　古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
時
代
か
ら
、芳

香
性
植
物
を
用
い
た
民
間
療
法
は

語
り
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。20
世
紀

に
な
る
と
芳
香
性
植
物
か
ら
抽
出

さ
れ
た
精
油
を
使
っ
た「
ア
ロ
マ
テ
ラ

ピ
ー（
芳
香
療
法
）」が
提
唱
さ
れ
、

精
油
の
持
つ
薬
理
作
用
が
広
く
認

知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。確

か
に
、種
々
の
香
り
を
嗅
ぐ
こ
と
で

多
様
な
感
情
・
気
分
の
変
化
が
起
こ

り
、同
時
に
循
環（
心
拍
数
や
血
圧

等
）や
呼
吸
、発
汗
と
いっ
た
自
律
神

経
応
答
が
現
れ
る
こ
と
を
私
た
ち

は
経
験
的
に
知
っ
て
い
ま
す
。し
か
し

な
が
ら
、「
香
り
」が
ど
の
よ
う
な
脳

神
経
機
構
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
生

体
反
応
を
引
き
起
こ
す
の
か
、そ
の

科
学
的
な
研
究
は
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
す
。

　私
た
ち
の
研
究
チ
ー
ム
で
は
、こ

れ
ま
で
科
学
の
言
葉
で
語
ら
れ
る
こ

と
の
少
な
か
っ
た
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー

を
、脳
科
学（
特
に
神
経
生
理
学
）の

視
点
か
ら
解
明
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　研
究
を
志
す
上
で
大
事
な
こ
と
は
何
で
す
か
？

　と
し
ば
し

ば
質
問
さ
れ
ま
す
が
、私
は「
知
り
た
い
」と
思
う
こ
と
、そ
し
て

「
自
ら
動
く
」こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。私
は
も
と
も
と
人
工
知
能
に

興
味
が
あ
り
大
学
で
は
基
礎
工
学
部
に
入
学
し
ま
し
た
が
、徐
々

に「
生
き
た
脳
」に
興
味
が
移
り
、現
在
は「
嗅
覚
と
フ
ェ
ロ
モ
ン
」

を
処
理
す
る
脳
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
研
究
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。脳

科
学
分
野
で
は
医
学
部
卒
の
ド
ク
タ
ー
だ
け
で
は
な
く
、理
学
、工
学
、農
学
、歯
学
、水
産
学
、

教
育
学
、文
学
、心
理
学
、看
護
学
な
ど
非
常
に
多
様
な
バッ
ク
グ
ラ
ン
ド
を
持
つ
研
究
者
が
多

様
な
視
点
と
技
術
を
基
盤
に
、そ
れ
ぞ
れ
が「
知
り
た
い
こ
と
」を
解
き
明
か
す
た
め
日
夜
研

究
に
励
ん
で
い
ま
す
。「
脳
っ
て
、な
ん
か
、面
白
そ
う
。ち
ょっ
と
研
究
し
て
み
よ
う
か
な
」と
思
っ

た
人
、文
系
理
系
問
い
ま
せ
ん
。ぜ
ひ一
度
研
究
室
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。あ
な
た
の「
面
白

そ
う
」を
切
り
口
に
、いっ
し
ょ
に
脳
の
秘
密
を
解
き
明
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　私
た
ち
の
研
究
チ
ー
ム
で
は
、ラ
ベ

ン
ダ
ー
な
ど
に
含
ま
れ
る
リ
ナ
ロ
ー
ル

と
い
う
物
質
の
香
り
に
鎮
痛
効
果
が

あ
る
こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。さ
ら

に
、リ
ナ
ロ
ー
ル
の
香
気
に
は
不
安
を

軽
減
す
る
働
き
が
あ
る
こ
と
を
突
き

止
め
ま
し
た
。こ
の
抗
不
安
効
果
は
、

臨
床
抗
不
安
薬（
ベン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン
）

と
共
通
す
る
神
経
機
構
を
介
し
て
効

果
が
現
れ
ま
す
。こ
れ
ら
の
研
究
成

果
は「Frontiers in Behavioral 

N
euroscience

」誌
で
公
表
さ
れ
ま

し
た
が
、そ
の
成
果
はThe N

ew
 

York TIm
es

」を
は
じ
め
と
す
る
国

内
外
の
多
く
の
メ
ディ
ア
で
広
く
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な「
機
能
性
香
気
」が
身

体
に
優
し
い
医
長
に
応
用
さ
れ
る
日

も
遠
く
ない
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

の
タ
ネ

Needs

Seeds

「
香
り
」に
よ
る
生
体
反
応
と

自
律
神
経
性
調
節
の

脳
神
経
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
探
求

取り組み事例

期待される効果・応用分野

研究の背景および目的

大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科

先
進
治
療
科
学
専
攻
・
統
合
分
子
生
理
学

柏
谷 

英
樹 

講
師

大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科

　柏
谷 

英
樹（
か
し
わ
だ
に・ひ
で
き
） 

講
師

「
多
様
性
」が
切
り
開
く
脳
科
学

【「香り」が引き起こす情動・身体反応のメカニズムに脳科学からアプローチ】

県内外企業との
共同研究

学部横断的
講義・実習の開講

出前講義を通じた
最新脳科学の紹介

【科学的根拠に基づいた「香り」による、からだに優しい医療の可能性】

第 二 回

appeal point

appeal point

多様な植物、食物の香気の持つ機能性を県内外企業の皆さまとの共同研究を通して実
証し、新たな機能性食品の開発につなげたいと考えています。

リナロールの香気で誘発される鎮
痛効果と同様な効果が、芋焼酎
の香気でも起こることが県内焼酎
メーカーの協力により明らかになり
ました。この効果はアルコ―ル香
気では観察されないため、芋焼
酎のもつ香気が「身体の痛み」
をも癒してくれることを示していま
す。他にも多様な植物、食物の
香気にも多様な機能があることが
予想されています。これらの機能
性を県内外企業の皆さまとの共
同研究を通して実証し、新たな
機能性食品の開発につなげてい
きたいと考えています。

日本生理学会及び鹿児島大学
で募集している出前講義（授業）
に積極的に参画しています。講
義は鹿児島県及び近隣他県の
高等学校を中心に行っており、
嗅覚やフェロモンに関する最新の
知見や、私達の研究成果を紹介
しています。また、平凡な一高校
生が「脳科学者」になってしまっ
たいきさつや、その時々でどんな
ことを考えていたのか？科学者っ
て食べていけるの？　といった話
を交え、将来「研究者」を目指
す高校生へのアドバイスの一つに
なれば、と考えています。

脳を研究する上で、多様な側面（切
り口）からアプローチすることが近年
のトレンドとなっています。そこで（文
系、理系を問わず）多様なバックグ
ラウンドを持つ学生の皆さまに脳科
学に興味を持ってもらうため、「実験
医学・行動心理学入門」「実験医
学・脳科学入門」を開講し、座学及
び実習を通して脳科学・生理学研
究の一端を体験して頂いています。
これまで理学部、農学部、工学部、
法文学部、水産学部、医学部と幅
広い学部学生の皆さまに受講して
頂き、また医科学修士への進学の
参考にして頂いております。

文系、理系を問わず多様なバックグラウンドを持つ学生に興味を持ってもらうため、入
門的講義や出前授業を開講して学問の門戸を広げ、人材育成に力を入れています。

大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科

　楠
本 

郁
恵（
く
す
も
と・い
く
え
） 

助
教

　「匂
い
は
、人
の
心
を
動
か
せ
る
か
も
？
」。そ
ん
な
希
望
を
持
って

柏
谷
先
生
は
研
究
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。コ
ー
ヒ
ー

ショッ
プ
の
前
を
通
る
と
き
の
香
ば
し
い
香
り
が
気
分
を
落
ち
着
け

て
く
れ
た
り
、注
射
の
前
の
消
毒
の
匂
い
で
緊
張
し
た
り
し
た
経
験

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
　こ
の
よ
う
な
、見
逃
し
が
ち
だ
け
れ
ど
、日

常
生
活
で
確
実
に
多
く
の
人
が
経
験
し
てい
る
匂
い
に
よ
る
心への

影
響
で
す
が
、匂
い
の
情
報
が
脳
の
中
で
処
理
さ
れ
る
こ
と
で
起
こってい
る
、と
い
う
程
度
の
こ
と

し
か
メ
カニズム
が
分
かってい
ま
せ
ん
。

　柏
谷
先
生
と
私
は
、脳
の
中
の
神
経
細
胞
１
つ
１
つ
の
神
経
活
動
を
調
べる
電
気
生
理
学
的
手

法
を
用
い
て
、匂
い
の
情
報
が
、脳
の
中
で
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
る
の
か
を
調
べ
て
き
ま
し
た
。そ

れ
に
加
え
て
、柏
谷
先
生
た
ち
は
、匂
い
の
影
響
で
動
物
の
行
動
パ
タ
ー
ン
が
変
わ
る
こ
と
を
指
標

に
、痛
み
を
抑
え
た
り
、不
安
を
和
ら
げ
た
り
す
る
作
用
を
持
つ
匂
い
分
子
を
同
定
す
る
こ
と
に

成
功
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、人
の
心
を
動
か
す
匂
い
の
作
用
メ
カニ
ズム
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
大

き
な
足
掛
か
り
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。で
も
本
当
は
、柏
谷
先
生
は
、匂
い
の
研
究
を
通
し
て
、人

の
心
を
動
か
す「
お
も
ろ
い
」研
究
を
目
指
し
てい
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

鹿
大
メッ
セ
ー
ジ

������

産学連携に関する相談・お問い合わせ窓口：産学・地域共創センター　☎099-285-8491

1
9
9
5
年
3
月
　大
阪
大
学
基
礎
工
学
部
生
物
工
学
科
　卒
業

1
9
9
7
年
4
月
　理
化
学
研
究
所
脳
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
機
能
分
子
研
究
室（
国
内
留
学
）

2
0
0
0
年
3
月
　大
阪
大
学
大
学
院
基
礎
工
学
研
究
科
博
士
課
程
　単
位
取
得
退
学

2
0
0
0
年
4
月
　東
京
女
子
医
科
大
学
医
学
部
第一生
理
学
　助
手

2
0
0
0
年
10
月
　博
士（
理
学
）取
得（
大
阪
大
学
）

2
0
0
2
年
7
月
　東
京
大
学
医
学
部
細
胞
分
子
生
理
学
　助
手

2
0
0
7
年
4
月
　東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
細
胞
分
子
生
理
学
　助
教

2
0
1
2
年
4
月
　鹿
児
島
大
学
大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科
統
合
分
子
生
理
学
　講
師

↑
鹿
児
島
大
学
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
サ
イ
ト

『【
研
究
成
果
】「
香
り
」が
不
安
を
軽
減
す
る

脳
の
仕
組
み
を
発
見
』
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Topics

鹿大トピックス

鹿大トピックス

•	鹿児島大学と薩摩川内市が包括連携協定を締結しました
鹿児島大学と薩摩川内市は、平成24年5月に締結した「次世代エネルギーに関する協

定」を発展させ、それぞれの資源や機能の活用を図りながら、より幅広い分野で相互に
包括的に連携協力して地域社会の活性化に寄与することを目的とした包括連携協定を締
結しました。

7月2日に薩摩川内市役所で執り行われた協定調印式では、佐野 輝鹿児島大学長と岩切 
秀雄薩摩川内市長による協定書への署名に続き、岩切市長が「急速に進む少子高齢化や生産
年齢減少による働き手不足など大きな社会環境の変
化の下で、鹿児島大学の知的・人的・物的資源を活
用しながら市の活性化に取り組みたい」と抱負を述
べました。続いて佐野学長が「『鹿児島だからこそ』
という地の利や地域資源を有効に活用して地域活性
化に資する教育研究を今回の包括連携協定を機に一
層推進して参りたい」と決意を述べました。

薩摩川内市と鹿児島大学は、これまで次世代エネ
ルギーに関連する「竹バイオマス産業都市構想推進
事業」での連携のほか、文部科学省「地（知）の拠
点整備事業（COC）」（平成26年度～平成30年度）に
おいても連携自治体として参画して、地域課題の解
決や全学必修共通教育科目「大学と地域」への講師
派遣など様々な連携協力を行ってきており、今回の
包括連携協定締結を機にさらなる連携協力の強化が
期待されます。

───────────────────────────────────────────────────────────

•	柴山昌彦文部科学大臣が鹿児島大学を視察されました
7月26日、柴山 昌彦文部科学大臣（当時）が鹿児島大学を視察されました。
初めに、柴山大臣は学長室において佐野 輝学長や理事と懇談され、本学の概要や教育改革、研究・産学連携状況

等についての説明を受けられました。
懇談後は、共同獣医学部において、山口大学と本学

が双方向遠隔講義システムを活用して行っている共
同教育課程の講義風景を視察されました。講義終了後
は鹿児島大学学生と交流された後、本システムを使っ
て山口大学学生とも交流され、本取組は遠隔授業等
の貴重なモデルになるという期待を述べられました。

次に、総合動物実験施設を視察。本施設が米国
AAALAC International（国際実験動物ケア評価認証
協会）の国際認証を取得した経緯や概要、さらにミ
ニブタを使った実習（剖検等）について説明を受け
られました。

続いて、焼酎に関する教育研究及び発酵食品、発
酵文化など、鹿児島における発酵学の中核機関とし
ての機能を担う農学部附属焼酎・発酵学教育研究セ
ンターにおいて、鹿児島県産の焼酎の特徴や学生自
らが企画デザインした焼酎ラベルの作成について説明を受けられ、実習室では、麹室、蒸留器などの焼酎製造設備や
学生の実習風景等を熱心にご覧になりました。

最後に、附属中央図書館において、島津久光及び玉里島津家の旧蔵書であり、近世薩摩の学術の全体像をうかがう
ことができる貴重な「玉里文庫」をご覧になりながら、玉里島津家の由来や「玉里文庫」の文化財的価値及び保管状
況等の説明に興味深く耳を傾けられました。

視察後の大臣記者会見では、「地域の特性を活かした教育研究活動に触れ、国立大学の特色ある取組を推進する意
義、地方創生にも大変重要な役割を果たすということを実感いたしました」と述べられました。

2019.7 - 2019.10
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鹿児島大学と薩摩川内市は、平成24年5月に締結した「次世代エネルギーに関する協
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包括的に連携協力して地域社会の活性化に寄与することを目的とした包括連携協定を締
結しました。

7月2日に薩摩川内市役所で執り行われた協定調印式では、佐野 輝鹿児島大学長と岩切 
秀雄薩摩川内市長による協定書への署名に続き、岩切市長が「急速に進む少子高齢化や生産
年齢減少による働き手不足など大きな社会環境の変
化の下で、鹿児島大学の知的・人的・物的資源を活
用しながら市の活性化に取り組みたい」と抱負を述
べました。続いて佐野学長が「『鹿児島だからこそ』
という地の利や地域資源を有効に活用して地域活性
化に資する教育研究を今回の包括連携協定を機に一
層推進して参りたい」と決意を述べました。

薩摩川内市と鹿児島大学は、これまで次世代エネ
ルギーに関連する「竹バイオマス産業都市構想推進
事業」での連携のほか、文部科学省「地（知）の拠
点整備事業（COC）」（平成26年度～平成30年度）に
おいても連携自治体として参画して、地域課題の解
決や全学必修共通教育科目「大学と地域」への講師
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包括連携協定締結を機にさらなる連携協力の強化が
期待されます。
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•	柴山昌彦文部科学大臣が鹿児島大学を視察されました
7月26日、柴山 昌彦文部科学大臣（当時）が鹿児島大学を視察されました。
初めに、柴山大臣は学長室において佐野 輝学長や理事と懇談され、本学の概要や教育改革、研究・産学連携状況

等についての説明を受けられました。
懇談後は、共同獣医学部において、山口大学と本学

が双方向遠隔講義システムを活用して行っている共
同教育課程の講義風景を視察されました。講義終了後
は鹿児島大学学生と交流された後、本システムを使っ
て山口大学学生とも交流され、本取組は遠隔授業等
の貴重なモデルになるという期待を述べられました。

次に、総合動物実験施設を視察。本施設が米国
AAALAC International（国際実験動物ケア評価認証
協会）の国際認証を取得した経緯や概要、さらにミ
ニブタを使った実習（剖検等）について説明を受け
られました。

続いて、焼酎に関する教育研究及び発酵食品、発
酵文化など、鹿児島における発酵学の中核機関とし
ての機能を担う農学部附属焼酎・発酵学教育研究セ
ンターにおいて、鹿児島県産の焼酎の特徴や学生自
らが企画デザインした焼酎ラベルの作成について説明を受けられ、実習室では、麹室、蒸留器などの焼酎製造設備や
学生の実習風景等を熱心にご覧になりました。

最後に、附属中央図書館において、島津久光及び玉里島津家の旧蔵書であり、近世薩摩の学術の全体像をうかがう
ことができる貴重な「玉里文庫」をご覧になりながら、玉里島津家の由来や「玉里文庫」の文化財的価値及び保管状
況等の説明に興味深く耳を傾けられました。

視察後の大臣記者会見では、「地域の特性を活かした教育研究活動に触れ、国立大学の特色ある取組を推進する意
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2019.7 - 2019.10

Topics

鹿大トピックス

鹿大トピックス

•	令和元年度鹿児島大学留学生後援会奨学金授与式を開催しました
令和元年度前期鹿児島大学留学生後援会奨学金授与式が7月30日に行われました。
本奨学金は、鹿児島大学留学生後援会が私費外国人留学生に

対して経済的支援を行うことで学習効果を高めることを目的と
して支給しているもので、今回は7名の留学生へ支給されまし
た。

授与式では、後援会会長である佐野　輝学長から、出席した5
名に奨学金が手渡され、「これからも積極的に学ぶ姿勢を持ち続
け研鑽を積むことにより、自己の目的を達成するとともに、留
学を終え帰国した後も、日本及び鹿児島とのつながりを持ち続
け、母国との懸け橋になっていただきたい。」との激励の言葉が
贈られました。

留学生を代表して、人文社会科学研究科の周 倩（シュウ セイ）
さんは、「この奨学金による支援は私たち留学生にとって、大きな励みです。勉学に打ち込める環境を整えていただき、
誠にありがとうございます。」と感謝の意と抱負を述べました。

──────────────────────────────────────────────────────────

•	令和元年度種村完司私費外国人留学生奨学金授与式を開催しました
令和元年度種村完司私費外国人留学生奨学金授与式が7月30

日に開催され、佐野 輝学長から、出席した2名の私費外国人留
学生に目録が授与されました。

本奨学金は、種村完司鹿児島大学名誉教授（元本学教育・学
生担当理事）が理事在任時代、私費外国人留学生が経済的に厳
しい状況であることを鑑み、金銭面で支援し勉学に専念できる
ようにと寄付・設立されたもので、今年も5名の留学生に支給さ
れました。

授与式では、佐野学長から「皆さんは、留学を終え帰国した
後も、日本及び鹿児島との懸け橋となっていただくことを期待
いたします。」と挨拶があり、続いて、種村名誉教授から激励の言葉がありました。

留学生を代表して、人文社会科学研究科の景 徳（ケイ トク）さんから奨学金への感謝の言葉があり、「今後、奨学
金の受給によって、曾槃研究を中心として、曾氏先祖が初めて根を下ろした阿久根や曾槃と木村蒹葭堂の往来の大阪
など県内外への現地調査もできるようになります。今後、感謝の気持ちを忘れずに、社会に還元できるように頑張っ
ていきます。」と抱負が述べられました。

───────────────────────────────────────────────────────────

•	2019かごしまの新特産品コンクールで「あづまバッグ」が県知事賞を受賞しました
10月8日に開催された「2019かごしまの新特産品コンクール」（か

ごしまの新特産品コンクール実行委員会 主催）工芸・生活用品部門
にて、産学・地域共創センターの牧野 暁世特任助教と、亀﨑染工（有）
による共同研究開発商品「あづまバッグ」が、最高賞である鹿児島県
知事賞を受賞しました。

現代的デザインとマイバッグ利用促進によるレジ袋削減など、環境
への配慮といった社会性、地域の特性が生かされた点が高く評価され
ました。

この「あづまバッグ」は、大漁旗の製作技法と鹿児島大学が選定し
た「かごんまの色」を融合させて仕上がったショルダーバッグです。

デザインは、3種類あり、「かごんまの色」18色を使用して作られています。
価格は13,200円（税込）。本バッグは11月より亀﨑染工（有）から発売予定です。
また、鹿児島大学インフォメーションセンターでも、実物サンプルを展示予定です。
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つきましては、本基金の趣旨にご賛同いただき、皆様のご協力を賜りますよう、よろ
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•	鹿児島県からハゼ科魚類の2新種を発見
	 ～アマミコイソハゼとホデリイソハゼと命名～

鹿児島大学総合研究博物館が行っ
ている鹿児島県の魚類相調査の過程
で、ハゼ科魚類の2新種が発見され
ました。総合研究博物館で研究を
行っている鹿児島大学大学院連合農
学研究科の藤原恭司さんの調査によ
り、これら2種はアマミコイソハゼ
Eviota amamiko とホデリイソハゼ
Eviota perspicullaと命名されました。

アマミコイソハゼは、屋久島、加
計呂麻島、西表島から採集された3
標本に基づき記載されました。体長1 cm ほどの小型種で、黄色味
がかった体色に逆 Y 字模様があるのが特徴です。標準和名アマミコ
は琉球列島の神話に登場するアマミキヨという神の奄美群島での呼
び名「アマミコ」に由来します。学名のamamikoもそれが由来です。

ホデリイソハゼは、甑島、南さつま市、南九州市、種子島、奄美大島、
加計呂麻島から採集された22標本に基づき記載されました。体長2 cm
ほどの小型種で、第1背鰭が伸長しないことや同背鰭の基底部に2つの
白色斑があることが特徴です。標準和名ホデリは日本神話の古事記に
登場する神ホデリノミコト（火照命）に由来します。海の幸を獲って
暮らしていたため、別名海幸彦とも呼ばれます。ホデリノミコトは古
代の薩摩・大隅地域の住民として位置づけられた隼人の祖先としても
神話に描かれています。学名の perspiculla は眼鏡（メガネ）の意で、
第1背鰭基部の2つの白色斑が眼鏡を連想させることに由来します。

この報告は2019年10月12日付で日本魚類学会が刊行する国際誌
Ichthyological Research（イクティオロジカル　リサーチ）電子版
に掲載されました。

アマミコイソハゼ（写真提供／鈴木寿之氏）

ホデリイソハゼ
（写真提供／鹿児島大学総合研究博物館）
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緑色光照射によるメダカの性転換を発見

早坂 央希	さん（連合農学研究科2年）
Oki Hayasaka
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。

実験や私生活でうまくいかない事も多いですが、明日のこと
はわからない、うまくいくかもしれないと日々思っています。

研究室で人工授精を行い、受精卵から飼育を行なっている メダカの成魚
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2019年 11月発行

　鹿児島大学は、新制大学として1949年5月に設置され、今年で創立70周年を迎
えました。写真は、過去と近年の鹿児島大学周辺を撮影した写真を合成したもの
です。近代化して移りゆく街並みとは反対に、今も変わらぬ雄大な桜島が鹿児島市
内を見守っています。
　今では、モノクロでしか触れることのできない当時の風景。当時の人々は、この街
並みをどのように感じていたのでしょうか。70年以上前の鹿児島に想いを馳せなが
ら、鹿児島大学は、また新たな一歩を進めていきます。

　ねじめびわ茶は、鹿児島大学と農業生産法人十津川農

場との共同研究成果から生まれました。びわ茶シリーズ

で使用されるびわの葉は、鹿児島県下で栽培されている

鹿児島県産品を100%使用し、十津川農場独自の製法（製

法特許番号（びわ茶の製造方法）第6480635号）により

製造されています。温めても冷やしても美味しく味わう

ことができますので、ぜひご賞味下さい。

　現在、鹿児島大学インフォメーションセンターでは、

以下の4種類を販売中です。

●「ねじめびわ茶24」

　（48gティーバッグ24包入り）850円（8%税込）

●「根占枇杷茶（120g）」1,450円（8%税込）

●「びわ丸120（120粒）」1,850円（8%税込）

●「ねじめびわ茶　びわ茶ボトル缶（290ml）」

　　180円（8%税込）

ねじめ びわ茶シリーズ

鹿大プラスでは、鹿児島大学インフォメーションセンターで販売している鹿児島
大学の研究・教育活動の成果として完成した商品を紹介します。

�
�
�
�
�

�
�
�
�

お求め・お問い合わせ先 インフォメーションセンター（鹿児島大学正門横）

鹿大プラス

☎099-285-3864　開館時間：月曜日～金曜日（休日・祝祭日を除く）　９：30～16：30（昼休み13：00～14：00）

▶表紙と連動した1分動画を配信中。表紙右下のQRコードよりアクセスして下さい。

今号の表紙 「2019年 創立70周年を迎えました」 

広報センターInstagram開設　https://www.instagram.com/kagoshima_univ.koho/ 


